
市の花「コスモス」
　鷲宮地区の葛西用水路沿いのコスモ
スふれあいロードで、8月にボランティ
アの皆さんで種まきをしたコスモスが
見事に開花しました。10月13日㈯・
14日㈰には、わしのみやコスモスフェ
スタ2012が開催され、来場者は、た
くさんの催し物と色とりどりのコスモ
スの花を楽しんでいました。

●平成23年度決算の概要をお知らせします
●下水道使用料金・農業集落排水処理施設
　使用料金を統一・改定します
●平成25年４月埼玉東部消防組合が誕生します
●久喜市環境基本条例を
　平成25年１月１日に施行します
●平成25年度保育園児を募集します
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　　平成23年度一般会計・特別会計決算額の内訳をお知らせします。 
　　各会計の決算書は、公文書館および市立図書館で閲覧できます。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問合せ　財政課財政係（内線2421～2426）　

　平成23年度一般会計決算は、歳入決算額が456億4,046万円、歳出決算額が431億9,124万円で、差引額は24
億4,922万円でした。ここから平成24年度へ繰り越すべき財源４億162万円を差し引いた実質収支額は20億
4,760万円となりました。 

　総額は、前年度比1.2％の減（▲５億6,479万円）となりました。 
　市税は、景気の低迷に伴う市民税の減（▲２億3,607万円）があったものの、増税による市たばこ税の増
（＋１億3,009万円）などにより、前年度と比較しておおむね横ばい（▲515万円）となりました。 
　繰越金は40.6％の増（＋４億1,681万円）、繰入金は128.5％の増（＋３億7,276万円）となりました。一
方、市債は、臨時財政対策債の26.6％の減（▲９億1,904万円）などにより、前年度と比較して26.5％の減
（▲14億8,464万円）となりました。

　道路や下水道の整備、学校などの公共施設の建設には多額の経費が必要です。これらの財源の一部は、市
債として銀行などから借り入れをしています。なお、人口は155,879人（平成24年3月31日現在）で算出しま
した。

平成23年度 決算の概要をお知らせします

　一般会計歳入　456億4,046万円

　平成23年度末 市債現在高

（単位：千円）

区　　　　分 平成23年度 平成22年度 増減率
（％）

平成23年度
構成比（％）

平成23年度
市民１人当たり

一 般 会 計 46,664,920 47,004,917 △0.7 58.4 299
下 水 道 事 業 特 別 会 計 21,233,450 21,700,513 △2.2 26.6 136
農業集落排水事業特別会計 5,504,340 5,716,100 △3.7 6.9 35
土地区画整理事業特別会計 1,663,506 1,910,096 △12.9 2.1 11
土 地 取 得 特 別 会 計 129,420 484,398 △73.3 0.2 1
水 道 事 業 会 計 4,686,856 5,148,514 △9.0 5.9 30

合　　計 79,882,492 81,964,538 △2.5 100.0 512
※平成22年度末残高は、正しく修正したため、広報くき平成23年11月1日号２ページの金額と異なります。

※文章および表中の数値については端数処理の関係により、合計が一致しない場合があります。

用語の解説（歳入） 
市税 
　市民税、固定資産税、軽自動車税、市たばこ税など 
市債 
　国や金融機関などから借り入れたお金　　 
地方交付税 
　所得税などの国税の中から交付されたお金 
国庫支出金 
　市の事業に対し、国から交付されたお金 
県支出金 
　市の事業に対し、県から交付されたお金 
地方消費税交付金 
　地方消費税から交付されたお金 
諸収入 
  市貸付金の償還金、学校給食費など 
繰越金 
　前年度から繰り越したお金 
繰入金 
　基金（貯金）などから取り崩したお金など 
寄附金 
　個人や企業から市に寄附されたお金 
その他 
　地方譲与税、財産収入、分担金および負担金など

市税
214億2,279万円
（46.9％）

市債
41億2,776万円
（9.0％）

地方交付税
60億5,801万円
（13.3％）

国庫支出金
53億3,793万円
（11.7％）

県支出金
23億6,026万円
（5.2％）

歳　入
456億4,046万円 市税

214億2,279万円
（46.9％）

市債
41億2,776万円
（9.0％）

地方交付税
60億5,801万円
（13.3％）

国庫支出金
53億3,793万円
（11.7％）

県支出金
23億6,026万円
（5.2％）

地方消費税交付金
12億3,953万円

（2.7％）

諸収入　　　　
12億5,785万円

（2.8％）

繰越金
14億4,261万円
　（3.2％）繰入金

6億6,284万円
（1.5％）

寄附金
2,726万円
（0.1％）

その他
17億362万円
（3.7％）
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　総額は、前年度比1.7％の減（▲７億４,１８５万円）となりました。 
　衛生費は、病院建設補助事業の減（▲10億９,０００万円）などにより、前年度比21.0％の減（▲９億８,２９９万
円）、土木費は、圏央道側道整備負担金の減（▲２億２,９４１万円）などにより、前年度比8.1％の減（▲４億
２,6１7万円）となりました。一方、民生費は、生活保護扶助費の増（＋２億１,５33万円）などにより、前年度
比6.5％の増（＋９億２,４２3万円）となりました。

　普通建設事業費は、病院建設補助事業の減（▲10億9,000万円）などにより、前年度比29.2％の減（▲12億
9,155万円）となりました。一方で、扶助費は、生活保護扶助費の増（＋２億1,533万円）などにより、前年
度比7.7％の増（＋６億2,417万円）となりました。

　一般会計歳出（目的別）431億9,124万円

　一般会計歳出（性質別）431億9,124万円

民生費 総務費 公債費 土木費

96,398円 35,352円 33,038円 31,206円
教育費 衛生費 消防費 その他

30,624円 23,681円 14,327円 12,456円

用語の解説（歳出）
人件費 
　 職員給与費などの経費 
扶助費 
　 生活保護費、高齢者・障がい者・児童福祉などの経費
公債費 
　市が借りたお金の返済に充てた経費（元金・利子）
普通建設事業費 
　道路、公園、学校などの建設にかかる経費 
繰出金 
　特別会計に支出する経費 
補助費等 
　 一般事務組合への負担金、各種団体への補助金に 

かかる経費 
物件費 
　物品の購入、業務委託などの経費 
その他 
　積立金や貸付金等にかかる経費

用語の解説（歳出）
民生費 
　 年金、生活保護、各種福祉手当、福祉施設、保育園

の管理・運営などの経費 
総務費 
　 市役所の管理、徴税事務、戸籍関係事務、選挙、統

計調査、防災対策、コミュニティの推進などの経費 
公債費 
　市が借りたお金の返済に充てた経費（元金・利子）
土木費 
　道路、公園、橋、河川の建設・管理などの経費 
教育費 
　小・中学校や幼稚園、図書館、公民館などの経費 
衛生費 
　 健康診断、予防接種、病院建設補助金、公害対策な

どの経費 
消防費 
　消防に関する経費　 
その他 
　議会費、農林水産業費、商工費、労働費など

市民１人当たりが
負担したお金（市税）
13万7,432円　Ⓐ

市民１人当たりに
使われたお金

27万7,082円　Ⓑ
➡

※�ⒶとⒷの差額（13万9,650円）については、国や県からの補
助金、借入金、基金の取り崩しなどで賄っています。なお、
人口は155,879人（平成24年３月31日現在）で算出しました。

　市民１人当たりは…

民生費
150億2,637万円
（34.8％）

総務費
55億1,068万円
（12.8％）公債費

51億4,988万円
（11.9％）

土木費
48億6,437万円
（11.3％）

教育費
47億7,369万円
（11.1％）

衛生費
36億9,144万円

（8.5％）

歳出（目的別）
431億9,124万円

民生費
150億2,637万円
（34.8％）

総務費
55億1,068万円
（12.8％）公債費

51億4,988万円
（11.9％）

土木費
48億6,437万円
（11.3％）

教育費
47億7,369万円
（11.1％）

衛生費
36億9,144万円

（8.5％）

消防費
22億3,333万円
（5.2％）

その他
19億4,147万円
（4.5％）

人件費
79億6,904万円
（18.5％）

公債費
51億4,988万円
（11.9％）

普通建設事業費
31億2,865万円
（7.2％）

繰出金
59億6,281万円
（13.8％）

補助費等
58億1,276万円
（13.5％）

物件費　　 
57億2,197万円
（13.2％）

扶助費
86億9,945万円
（20.1％）

その他
7億4,668万円
（2.4％）

歳出（性質別）
431億9,124万円

人件費
79億6,904万円
（18.5％）

公債費
51億4,988万円
（11.9％）

普通建設事業費
31億2,865万円
（7.2％）

繰出金
59億6,281万円
（13.8％）

補助費等
58億1,276万円
（13.5％）

物件費　　 
57億2,197万円
（13.2％）

扶助費
86億9,945万円
（20.1％）

その他
7億4,668万円
（2.4％）

義務的経費
支出が義務づけられ任意に
節減できない経費

投資的経費
建設工事などに使う経費

その他経費

● 平成23年度 決算の概要をお知らせします ●
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　国民健康保険や下水道などの特定の事業を行うための会計で、特定の収入を特定の支出に充てる会計です。
（単位：千円）

区　　　　　　　　分 平成23年度 平成22年度 増減率（％）

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

歳 入 16,331,509� 15,467,162� 5.6

歳 出 15,255,057� 14,537,240� 4.9

差 引 額 1,076,452� 929,922� 15.8

介 護 保 険 特 別 会 計

歳 入 7,018,266� 6,553,817� 7.1

歳 出 6,866,995� 6,418,863� 7.0

差 引 額 151,271� 134,954� 12.1

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計

歳 入 1,131,838� 1,100,636� 2.8

歳 出 1,123,680� 1,095,388� 2.6

差 引 額 8,158� 5,248� 55.4

下 水 道 事 業 特 別 会 計

歳 入 4,672,317� 4,709,462� △�0.8

歳 出 4,541,533� 4,570,826� △�0.6

差 引 額 130,772� 138,636� △�5.7

農業集落排水事業特別会計

歳 入 648,224� 594,039� 9.1

歳 出 604,868� 569,127� 6.3

差 引 額 43,356� 24,912� 74.0

土地区画整理事業特別会計

歳 入 588,090� 508,279� 15.7

歳 出 558,846� 433,278� 29.0

差 引 額 29,244� 75,001� △�61.0

土 地 取 得 特 別 会 計

歳 入 359,788� 40,083� 797.6

歳 出 359,788� 40,056� 798.2

差 引 額 0� 27� △�100.0

※本表の数値は、千円未満切り捨てとなっています。

特別会計決算状況

　地方公営企業法の適用を受ける公営企業会計です。
（単位：千円）

区　　　　　　　　分 平成23年度 平成22年度 増減率

収 益 的 収 支
収 入 3,535,605� 3,734,622� △�5.3

支 出 3,077,114� 3,191,798� △�3.6

資 本 的 収 支
収 入 176,691� 114,628� 54.1

支 出 1,190,577� 1,346,858� △�11.6

企業会計(水道事業会計)決算状況
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平成23年度の  主な事業と決算額

小学校校庭整備事業　　　　 　　　　　137万円
　小学校校庭の一部に芝生化の整備を行い、粉じんの
飛散を防止し、緑豊かな教育環境づくりをしました。

ポイ捨て等防止対策事業　　　 　　　　546万円
　空き缶等のポイ捨てや犬のふんの放置防止のため
の巡視活動、啓発活動を行いました。

企業等誘致事業　　　　　　 　　　　8,801万円
　菖蒲北部地区への企業誘致に係る奨励金を交付し
ました。

県費単独土地改良事業　　 　　　　　1,106万円
　県補助金を活用し、土地改良施設を整備しました。

低公害車購入事業　　　　　　 　　　3,092万円
　老朽車両の公用自動車を低公害車へ買い替えまし
た。

固定資産空間データ整備事業　　 　　1,726万円
　固定資産の課税把握に有効な、ＧＩＳ（地図情報
システム）の更新等を行いました。

久喜市シンボル等制定事業　　 　　　1,032万円
　市のシンボ
ルとなる「市
の花」・「市の
木」・「市の歌」
を制定しまし
た。

自治基本条例策定事業　　　 　　　　　513万円
　協働のまちづくりの推進のため、市政運営の基本
理念と基本ルールを定めた自治基本条例を策定しま
した。

市民活動推進事業　　　　　　　 　　　137万円
　市民活動を推進するため、公募型補助制度により、
団体等の活動を支援しました。

小学校、中学校耐震化整備事業 　４億1,522万円
　小学校、中学校の校舎および屋内運動場について、
耐震補強工事等を実施しました。

遺跡出土遺物整理事業　　　　　 　　　779万円
　発掘調査により出土した未整理の出土物の整理を
行い、それらの保存を行いました。

春日部久喜線踏切道改良工事負担金事業 6,508万円
　県道春日部久喜線と交
差する東北本線踏切およ
び東武伊勢崎線踏切の改
良工事に対する負担金を
支払いました。

総合運動公園施設改修事業　 　　　　　604万円
　総合運動公園内の市民プールにおいて、老朽化し
たロックスライダーの補修とプール水ろ過装置を修
繕しました。

街路整備事業　　　　　　 　　　　１億217万円
　「杉戸・久喜線取付道路」および「物見塚西堀線」
ならびに「寺田上中島線」を整備しました。

病院施設等整備費補助事業　　　 　　5,664万円
　第三次救急医療体制を整備する済生会栗橋病院の
設備整備費に補助金を交付しました。

高齢者健康増進事業　　　　　　　　　388万円
　後期高齢者医療制度被保険者を対象に、人間ドッ
ク等の受診費用、保養施設の宿泊費用を助成しまし
た。

新体系移行施設整備事業　　　 　　　6,437万円
　障害者自立支援法に基づく新サービスを提供する
ため、市内５か所の障がい者施設の改修や建て替え
をしました。

子ども医療費支給事業　　　　 　４億4,947万円
　子どもに対する医療費の一部を支給しました。

１ 自然とふれあえる、環境にやさしいまち

５ 地域の産業が元気で、多彩な企業が集積する豊かなまち

７ 行財政を見直し、改革を進めるまち

６ 市民が参加し、地域コミュニティ豊かなまち

３ 心豊かな人材を育み、郷土の歴史文化を大切にするまち

４ 安全で調和のとれた住みよい快適なまち

２ 子どもから高齢者まで、誰もが健康で安心して暮らせるまち

　新市基本計画の７つの分野別目標に従い、紹介します。

● 平成23年度 決算の概要をお知らせします ●
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水
道
使
用
料
金
の
統

一
・
改
定
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
、
９
月
定

例
議
会
に
お
い
て
「
久
喜
市
下
水
道
条
例
の

一
部
改
正
案
」
な
ど
関
連
す
る
条
例
・
規
則

を
提
案
し
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
平
成
25
年
４
月
１
日

か
ら
、
平
均
改
定
率
６
・
３
％
の
値
上
げ
と

な
る
下
水
道
使
用
料
金
の
統
一
・
改
定
を
行

い
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
事
業
は
、
地
方
財
政
法
上
の

公
営
企
業
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

経
営
は
、
自
然
現
象
で
あ
る
雨
水
を
排
除
し

て
浸
水
被
害
を
防
ぐ
た
め
の
経
費
（
雨
水
処

理
費
）
は
全
額
公
費
（
税
金
）
で
賄
い
、
家

庭
や
事
業
所
な
ど
か
ら
排
出
さ
れ
る
汚
水
処

理
に
必
要
な
経
費
（
汚
水
処
理
費
）
を
下
水

道
使
用
料
で
賄
う
「
雨
水
公
費
・
汚
水
私
費

の
原
則
」
に
の
っ
と
り
、
受
益
者
負
担
の
原

則
の
も
と
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
状
と
し
て
は
、
維
持
管
理
費
、
資

☆

本
費

（
汚
水
分
）
と
も
に
、
使
用
料
収
入
で
は
賄

え
ず
、
一
般
会
計
か
ら
多
額
の
繰
入
金
（
赤

字
補
て
ん
）
が
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
市
内
人
口
が
減
少
し
て
い
く
こ
と

や
節
水
意
識
の
高
ま
り
等
に
よ
り
使
用
料
収

入
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
一
方
で
、
老
朽
化

し
た
中
継
ポ
ン
プ
場
や
機
能
の
低
下
し
た
下

水
道
管
等
の
計
画
的
な
更
新
を
図
る
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
支
出
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま

す
。

　

今
後
も
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
安
全
で
快
適

な
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
・
継
続
し
て
提

供
し
て
い
く
た
め
に
は
、
使
用
料
金
の
統
一

に
併
せ
、
適
正
な
料
金
体
系
・
水
準
を
維
持

し
、
経
費
負
担
区
分
の
原
則
に
基
づ
い
た
公

正
で
、
適
切
な
経
営
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。

☆�

資
本
費
＝
下
水
道
施
設
を
建
設
す
る
際
に

借
り
た
地
方
債
の
返
済
費
用

下
水
道
使
用
料
金
・
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設

使
用
料
金
を
統
一
・
改
定
し
ま
す

～
平
成
25
年
６
月
分
の
検
針
分
か
ら
、
使
用
料
金
を
統
一
・
改
定
し
ま
す
～

　

現
在
、
久
喜
・
菖
蒲
・
栗
橋
・
鷲
宮
の
４
地
区
で
別
々
と
な
っ
て
い
る
下
水
道
使
用
料
金
を
統
一
・

改
定
し
ま
す
。

　

ま
た
、
久
喜
地
区
（
10
か
所
）
と
菖
蒲
地
区
（
８
か
所
）
の
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
使
用

料
金
に
つ
い
て
も
統
一
・
改
定
し
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
お
よ
び
農
業
集
落
排
水
事
業
の
健
全
な
運
営
を
図
る
た
め
、
今
後
も
効
率
的
な

経
営
体
制
の
確
立
を
推
進
し
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
合
せ　

下
水
道
業
務
課
管
理
・
計
画
係
（
鷲
宮
総
合
支
所
２
階　

内
線
２
７
２
～
２
７
４
）

下
水
道
使
用
料
金

下水道事業の経費回収率（平成22年度）

＜計算式＞
●�使用料単価＝下水道使用
料収入÷年間有収水量

●�汚水処理原価＝汚水処理
費÷年間有収水量

●�経費回収率＝（使用料単
価÷汚水処理原価）×100

項  目 金額
使用料単価
（円/㎥） 111

汚水処理原価
（円/㎥） 208

経費回収率
（%） 53.4

0

5

10

15

20

25

30

下水道使用料 汚水処理費

（億円）

25億6,862万円

管きょ維持費
8,129万円
3.2％

汚水ポンプ場維持管理費
8,002万円
3.1％

その他の運営費用
1億9,059万円
7.4％

流域下水道維持管理負担金
9億3,553万円
36.4％

公債費
12億8,119万円
49.9％

13億7,203万円

53.4%
経費回収率

●
使
用
料
金
統
一
の
必
要
性

●
使
用
料
金
改
定
の
考
え
方

※�経費回収率＝汚水処理に要する費用を、使用料
によって回収できている割合
※�使用料単価＝１㎥の汚水を処理したときに得ら
れる平均収入額
※�汚水処理原価＝１㎥の汚水を処理するときに要
する平均費用
※有収水量＝下水道使用料の徴収対象となった水量※万円単位で端数処理しています。
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● 下水道使用料金・農業集落排水処理施設使用料金を統一・改定します ●

　

現
在
、
久
喜
・
鷲
宮
地
区
で
は
３
年
、
菖

蒲
・
栗
橋
地
区
で
は
５
年
と
な
っ
て
い
る
受

益
者
負
担
金
の
分
割
納
付
期
間
を
、
地
区
間

で
の
公
平
性
な
ど
を
考
慮
し
、
平
成
26
年
度

か
ら
３
年
に
統
一
し
ま
す
。

　

な
お
、
経
過
措
置
と
し
て
、
平
成
25
年
度

に
初
め
て
納
付
す
る
受
益
者
の
方
や
納
付
途

中
の
受
益
者
の
方
は
、
従
来
ど
お
り
の
分
割

納
付
期
間
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
、
菖
蒲
地
区（
市
街
化
区
域
）、
栗
橋

地
区
、
鷲
宮
地
区
の
み
で
採
用
さ
れ
て
い
る

受
益
者
負
担
金
の
一
括
納
付
報
奨
金
制
度
を
、

地
区
間
で
の
公
平
性
な
ど
を
考
慮
し
、
平
成

26
年
度
か
ら
廃
止
し
ま
す
。

　

な
お
、
前
記
の
受
益
者
負
担
金
同
様
、
経

過
措
置
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
菖
蒲
地
区（
市
街
化
調
整
区
域
）

で
は
、
受
益
者
負
担
金
の
徴
収
猶
予
の
特
例

と
し
て
、
上
限
額
33
万
円
、
徴
収
の
猶
予
期

間
５
年
の
特
例
が
あ
り
ま
す
が
、
平
成
26
年

度
か
ら
廃
止
し
、「
市
街
化
調
整
区
域
に
お

け
る
久
喜
市
都
市
計
画
下
水
道
事
業
受
益
者

負
担
金
の
徴
収
猶
予
の
取
り
扱
い
に
関
す
る

要
綱
」
を
適
用
し
ま
す
。

　

こ
の
要
綱
で
は
、
市
街
化
調
整
区
域
に
お

け
る
負
担
金
賦
課
対
象
面
積
が
１
０
０
０
㎡

を
超
え
、
野
菜
、
花
き
等
の
農
産
物
の
生
産

に
使
用
し
て
い
る
土
地
が
あ
る
場
合
、
そ
の

超
え
る
部
分
に
つ
い
て
、
受
益
者
負
担
金

の
徴
収
が
猶
予
さ
れ
る
も
の
で
す
。

◆新使用料金の算定期間
　平成25年４月１日から平成30年３月31日までの５年間

◆新使用料金の改定時期ならびに平均改定率
　平成25年４月１日／6.3％増

◆新使用料金の適用時期
　下水道使用料金は、経過措置により、平成25年６月１日以降に検針する使用料金から適用になります。

検　　針　　月 下水道使用料金

偶数月検針
平成25年４月検針分 旧使用料金
平成25年６月検針分 新使用料金

奇数月検針
平成25年５月検針分 旧使用料金
平成25年７月検針分 新使用料金

◆新使用料金表
　下水道使用料金は、「基本料金」と使用した水量による「従量使用料（排水量に応じた５段階）」からな
り、２か月ごとに検針し、水道料金とあわせて請求します。

区分 基本料金
（10㎥まで）

従量使用料（排水量段階）

10㎥を超え
30㎥まで

30㎥を超え
50㎥まで

50㎥を超え
200㎥まで

200㎥を超え
1,000㎥まで

1,000㎥を
超える分

一般汚水 800円 90円 110円 120円 150円 180円

◆新使用料金の計算例
　おおむね３人世帯の一般家庭で、２か月間で48㎥使用した場合の使用料金は、次のようになります。

　　１か月当たりの使用排水量＝（48㎥÷２）＝24㎥
　　基本料金800円（10㎥まで含む）＋（90円×14㎥）＝2,060円
　　2,060円×1.05（消費税）＝2,163円

　　★２か月分の下水道使用料金＝2,163円＋2,163円＝4,326円

◆改定後の使用料金の影響額
　上記の計算例にある48㎥の場合、改定前の地区別の下水道使用料金と比較すると、次のようになります。

地　区 久喜地区 菖蒲地区 栗橋地区 鷲宮地区

旧使用料金 3,906円 4,221円 5,228円 4,934円
影　響　額 ＋420円 ＋105円 △902円 △608円
増　減　率 ＋10.8％ ＋2.5％ △17.3％ △12.3％

●
受
益
者
負
担
金
の
分
割
納
付
期
間
の
統
一

●
報
奨
金
制
度
の
廃
止

●
受
益
者
負
担
金
徴
収
猶
予
の
特
例
の
廃
止

（円／１㎥当り）
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現
在
、
農
業
集
落
排
水
事
業
は
、
久
喜
地

区
お
よ
び
菖
蒲
地
区
で
実
施
し
、
地
区
ご
と

に
異
な
る
使
用
料
金
と
な
っ
て
い
て
、
合
併

協
定
書
に
お
い
て
も
「
合
併
後
３
年
以
内
に

統
一
す
る
」
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
下
水
道
使
用
料
金
の
統

一
に
併
せ
、
久
喜
市
下
水
道
・
農
業
集
落

排
水
事
業
運
営
審
議
会
へ
「
農
業
集
落
排

水
の
使
用
料
及
び
受
益
者
分
担
金
の
改
定
」

に
つ
い
て
、
諮
問
を
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
下
水
道
事
業
同
様
、
本
年
７
月
、

同
審
議
会
か
ら
答
申
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
市

で
は
、
こ
の
答
申
を
尊
重
し
な
が
ら
、
望
ま

し
い
集
落
排
水
処
理
施
設
使
用
料
金
の
統

一
・
改
定
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
、
９
月
定

例
議
会
に
お
い
て
、「
久
喜
市
農
業
集
落
排

水
処
理
施
設
条
例
の
一
部
改
正
案
」
な
ど
関

連
す
る
条
例
を
提
案
し
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
、

平
均
改
定
率
14
・
４
％
の
値
上
げ
と
な
る
農

業
集
落
排
水
処
理
施
設
使
用
料
金
の
統
一
・

改
定
を
行
い
ま
す
。

　

農
業
集
落
排
水
は
、
農
業
振
興
地
域
内
の

農
村
集
落
に
お
け
る
日
常
生
活
に
欠
か
せ

な
い
も
の
で
す
。
将
来
的
に
も
、
信
頼
性
が

高
く
、
安
定
的
な
事
業
運
営
を
行
う
こ
と
が

必
要
で
あ
り
、
市
民
生
活
に
配
慮
し
つ
つ
、

使
用
者
の
観
点
に
立
っ
た
適
切
な
使
用
料

金
を
設
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
公
共
下
水
道
事
業
と
同
様
に
、
汚

水
私
費
の
原
則
の
も
と
、
汚
水
処
理
費
は
農

業
集
落
排
水
処
理
施
設
使
用
料
金
に
よ
り

賄
う
こ
と
を
原
則
と
す
る
経
営
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
世
帯
当
た
り
の
人
口
の
減
少
や
節

水
に
よ
る
収
入
面
の
減
収
、
老
朽
化
施
設

の
修
繕
・
改
修
な
ど
の
維
持
管
理
費
の
増

加
に
よ
る
支
出
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
基
本
使
用
料
収
入
の
割
合
を
高
く

す
る
こ
と
に
よ
り
、
使
用
料
収
入
を
確
保
す

る
と
と
も
に
、
将
来
に
わ
た
る
安
定
的
な
事

業
運
営
の
実
現
に
向
け
た
維
持
管
理
費
を

確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
使
用
料
水
準
を

設
定
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
農
業
集
落
排
水
事
業
に
お
い
て

は
、
農
業
使
用
に
お
け
る
実
態
が
あ
る
点
を

考
慮
し
、
現
行
の
人
数
割
の
使
用
料
金
体
系

を
維
持
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

農
業
集
落
排
水
処
理

施
設
使
用
料
金

○
処
理
施
設
使
用
料
金
統
一
の
必
要
性

○
使
用
料
金
改
定
の
考
え
方

下
水
道
業
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

農
業
集
落
排
水
事
業
の
処
理
地
域
内
に
お

住
ま
い
の
方
で
、
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設

に
接
続
す
る
た
め
の
工
事
を
行
っ
て
い
な
い

方
は
、
排
水
設
備
工
事
を
行
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

汚
水
や
雑
排
水
を
用
排
水
路
に
排
出
し
ま

す
と
、
水
質
等
の
悪
化
を
招
き
、
農
業
や
農

作
物
の
生
産
な
ど
へ
の
影
響
が
出
た
り
、
悪

臭
や
害
虫
が
発
生
す
る
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

　

清
潔
な
住
環
境
の
み
な
ら
ず
、
豊
か
な
農

村
環
境
を
守
る
た
め
に
も
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。　

　

な
お
、
排
水
設
備
工
事
は
市
指
定
の
排
水

設
備
指
定
工
事
店
で
の
施
工
を
お
願
い
し
ま

す
。

○�
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
へ
の

接
続
の
お
願
い

▲農業集落排水処理施設

※万円単位で端数処理しています。

項  目 金額
使用料単価
（円/㎥） 120

汚水処理原価
（円/㎥） 457

経費回収率
（%） 26.3

処理場維持費
1億5,696万円
28.2％

その他運営費
1,996万円
3.6％

公債費
3億7,877万円
68.2％

26.3%

5億5,569万円

1億4,641万円

集落排水処理施設
使用料

汚水処理費
0

1

2

3

4

5

6
（億円）

経費回収率

　農業集落排水事業の経費回収率（平成22年度）

＜計算式＞
●�使用料単価＝集落排水処
理施設使用料収入÷年間
有収水量

●�汚水処理原価＝汚水処理
費÷年間有収水量

●�経費回収率＝（使用料単
価÷汚水処理原価）×100
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◆新使用料金の算定期間
　平成25年４月１日から平成30年３月31日までの５年間

◆新使用料金の改定時期ならびに平均改定率
　平成25年４月１日／14.4％増

◆新使用料金の適用時期
　農業集落排水処理施設使用料金は、経過措置により、平成25年６月１日以降に検針する使用料金から適用
になります。

◆新使用料金表
　農業集落排水処理施設使用料金は、「基本料金（１世帯当たり）」と「人数割」料金からなり、２か月ごと
に水道料金とあわせて請求します。

◆新使用料金の計算例
　３人世帯の一般家庭で、１か月当たりの農業集落排水処理施設使用料金は、次のようになります。

◆改定後の使用料金の影響額
　各世帯の人数別の農業集落排水処理施設使用料金を比較すると、次のようになります。

　
◆使用料金の納付方法の統一について
　現在、久喜地区と菖蒲地区では農業集落排水処理施設使用料金の納付方法が異なりますが、次のとおり統
一します。

　なお、使用料金納付方法の変更に当たっては、後日、久喜地区の使用者の皆さんに案内を送付する予定です。

検　　針　　月 施設使用料金

偶数月検針 平成25年４月検針分 旧使用料金
平成25年６月検針分 新使用料金

奇数月検針 平成25年５月検針分 旧使用料金
平成25年７月検針分 新使用料金

基本料金等
基本料金（１世帯当たり） 2,000 円

人　数　割 460 円
※基本料金に１人分の人数割料金は含んでいません。

地　区 納　付　方　法

➡ 水道料金とともに
２か月ごとに納付久喜地区 各維持管理組合を通じて毎月納付

菖蒲地区 水道料金とともに、２か月ごとに納付

世帯 １人 ２人 ３人※
（前述の計算例） ４人 ５人

新使用料金 2,583円 3,066円 3,549円 4,032円 4,515円

旧使用料金
久喜 菖蒲 久喜 菖蒲 久喜 菖蒲 久喜 菖蒲 久喜 菖蒲

2,415円 2,100円 2,730円 2,625円 3,045円 3,150円 3,360円 3,675円 3,675円 4,200円

影 響 額 +168円 +483円 +336円 +441円 +504円 +399円 +672円 +357円 +840円 +315円

増 減 率 +7.0％ +23.0％ +12.3％ +16.8% +16.6% +12.7% +20.0% +9.7% +22.9% +7.5%

（１か月分：税抜き）

（１か月当たり）

● 下水道使用料金・農業集落排水処理施設使用料金を統一・改定します ●

　　１か月当たりの基本料金2,000円＋（460円×３人）＝3,380円
　　3,380円×1.05（消費税）＝3,549円

　　★２か月分の農業集落排水処理施設使用料金＝3,549円+3,549円＝7,098円

下水道使用料金・農業集落排水処理施設使用料金の詳細については、市ホームページをご覧ください。
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消
防
は
、
火
災
や
各
種
の
事
故
か
ら
住
民

の
生
命
、
財
産
を
守
り
、
私
た
ち
の
暮
ら
す

地
域
の
安
心
・
安
全
の
た
め
に
大
切
な
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
大
規
模
地
震
災
害
や
テ
ロ
リ
ズ
ム

等
へ
の
不
安
の
高
ま
り
か
ら
、
消
防
が
よ
り

大
き
な
組
織
体
制
で
活
動
す
る
ニ
ー
ズ
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
久
喜
市
は
埼
玉
県

が
策
定
し
た
「
埼
玉
県
消
防
広
域
化
推
進
計

画
」
に
お
い
て
「
第
７
ブ
ロ
ッ
ク
」
に
位
置

付
け
ら
れ
ま
し
た
。
市
で
は
、
こ
の
計
画
に

基
づ
き
広
域
化
に
よ
る
消
防
体
制
の
充
実
強

化
を
図
る
た
め
、
同
じ
第
７
ブ
ロ
ッ
ク
の
市

町
と
と
も
に
平
成
22
年
１
月
に
「
消
防
広
域

化
第
７
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
」
を
設
立
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
協
議
・
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
第
７
ブ
ロ
ッ
ク
の
３
市
３
町

（
加
須
市
、
久
喜
市
、
幸
手
市
、
宮
代
町
、

白
岡
町
［
現
：
白
岡
市
］
、
杉
戸
町
）
で
広

域
化
が
合
意
さ
れ
、
各
市
町
と
も
本
年
６
月

議
会
に
お
い
て
「
埼
玉
東
部
消
防
組
合
設
立

に
つ
い
て
」
の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
８
月
に
は
、
上
田
埼
玉
県
知
事
か
ら

「
埼
玉
東
部
消
防
組
合
設
立
許
可
書
」
が
交

付
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
平
成
25
年
４
月
１
日
に
管

轄
人
口
約
46
万
人
の
「
埼
玉
東
部
消
防
組

合
」
が
誕
生
し
ま
す
。

○
消
防
局

　

現
在
の
久
喜
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
に

設
置
し
、
統
一
し
た
指
揮
の
も
と
、
一
体
的

な
部
隊
運
用
に
よ
り
、
住
民
の
安
心
・
安
全

を
守
り
ま
す
。

　

ま
た
、
各
種
申
請
業
務
等
は
、
消
防
局
以

外
の
各
消
防
署
（
現
在
の
消
防
署
）
で
も
対

応
し
ま
す
。

○
消
防
署

　

現
在
の
消
防
署
等
は
、
消
防
活
動
拠
点
と

し
て
現
状
の
ま
ま
引
き
継
が
れ
ま
す
。

　

消
防
・
救
急
車
両
等
に
つ
い
て
も
、
現
在

の
配
備
を
基
本
と
し
て
、
計
画
的
に
整
備
を

進
め
ま
す
。

①
現
場
到
着
時
間
の
短
縮

　

現
在
、
救
急
車
が
全
車
両
出
動
中
に
救
急

出
動
が
発
生
し
た
場
合
、
隣
接
す
る
消
防
本

部
に
応
援
を
要
請
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
、
消
防
間
で
状
況
把
握
に
時
間
を
要
し
て

い
ま
す
が
、
広
域
化
後
は
、
１
１
９
番
通

報
時
に
状
況
把
握
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
た

め
、
直
近
の
消
防
署
か
ら
の
出
動
に
よ
り
、

現
場
到
着
時
間
が
短
縮
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
時
に
は
、
現
在
よ
り
も
出
動

台
数
を
増
や
せ
る
よ
う
に
な
る
た
め
、
災
害

規
模
に
応
じ
て
追
加
出
動
も
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

②
人
員
配
備
の
充
実

　

広
域
化
に
よ
り
、
人
事
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
る
組
織
の
活
性
化
や
人
材
の
活
用
が
で

き
る
た
め
、
救
急
業
務
や
予
防
業
務
の
専

門
的
な
知
識
を
有
す
る
人
材
を
養
成
で
専
従

化
、
専
任
化
す
る
こ
と
に
よ
り
消
防
力
の
強

化
と
質
の
高
い
消
防
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
消
防
本
部
と
指
令
業
務
の
統
合
に

よ
り
、
本
部
職
員
を
現
場
活
動
要
員
と
し
て

配
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
効
率
的
に

消
防
活
動
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　

　

な
お
、
指
令
業
務
の
統
合
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
消
防
救
急
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
に
合
わ

せ
、
現
在
の
久
喜
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

に
高
機
能
指
令
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
一
元

化
を
図
り
ま
す
。

③
行
財
政
運
営
の
効
率
化

　

現
在
、
各
消
防
本
部
で
保
有
、
管
理
す
る

指
令
装
置
、
無
線
設
備
、
特
殊
車
両
な
ど
を

一
つ
に
統
合
す
る
こ
と
で
、
重
複
投
資
が
避

け
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
投
資
負
担
額
が

縮
減
で
き
、
さ
ら
に
高
機
能
な
資
機
材
な
ど

を
整
備
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ　

消
防
広
域
化
第
７
ブ
ロ
ッ
ク
協
議

会
（
久
喜
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
内
）

☎
21
・
０
２
９
７
／
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http:

//w
w
w
.kukichiku-119.jp/kouiki/

）

平
成
25
年
４
月

埼
玉
東
部
消
防
組
合
が
誕
生
し
ま
す

消
防
広
域
化
に
向
け
て

広
域
化
後
の
消
防
体
制

広
域
化
に
よ
り

　
　

期
待
で
き
る
効
果

加須市

久喜市 幸手市

杉戸町
宮代町

白岡市

消防署の位置

埼玉東部消防組合

広
域
化
前

○�

異
動
先
が
限
定
的
で

人
事
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
が
硬
直

○
年
齢
構
成
の
不
均
衡

広
域
化
後

○�

異
動
先
の
増
加
に
よ

り
、
人
事
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
が
活
性

○
年
齢
構
成
の
平
準
化

○�

職
員
の
知
識
・
技
術

の
向
上

広
域
化
前

○�

初
動
体
制
が
弱
い

○�

応
援
で
き
る
消
防
隊

が
不
足

広
域
化
後

○
初
動
台
数
が
充
実

○�

統
一
的
な
指
揮
で
応

援
体
制
も
充
実



11 広報  くき  2012（平成24年）.11

　

環
境
基
本
条
例
と
は
、
環
境
の
保
全
と
創

造
に
つ
い
て
、
根
本
と
な
る
考
え
方
を
定

め
、
市
、
市
民
、
事
業
者
の
役
割
、
そ
れ
ぞ

れ
の
取
り
組
み
の
基
本
的
な
事
項
を
定
め
る

も
の
で
す
。

　

今
日
の
環
境
問
題
は
、
市
、
市
民
、
事
業

者
の
皆
さ
ん
が
一
緒
に
環
境
を
保
全
し
、
創

造
し
な
け
れ
ば
解
決
で
き
ま
せ
ん
。

　

こ
の
条
例
は
、
そ
の
た
め
の
仕
組
み
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

①�

市
民
が
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
営
む
た

め
に
、
良
好
な
環
境
を
確
保
し
、
将
来
の

世
代
へ
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
推
進
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

②�
全
て
の
人
々
の
協
働
に
よ
り
環
境
負
荷
を

低
減
し
、
持
続
的
な
発
展
が
可
能
な
循
環

型
社
会
の
構
築
を
目
指
し
て
推
進
さ
れ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

③�

地
域
環
境
が
地
球
全
体
の
環
境
と
密
接
に

関
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
際
的
な
認

識
や
協
力
の
も
と
に
推
進
さ
れ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

◆
市
の
役
割

　

環
境
の
保
全
と
創
造
に
関
す
る
基
本
的
・

総
合
的
な
計
画
を
策
定
し
、
実
施
し
ま
す
。

◆
市
民
の
役
割

　

環
境
の
保
全
と
創
造
を
図
る
た
め
、
日
常

生
活
に
お
い
て
環
境
負
荷
の
低
減
に
努
め
ま

す
。

　

市
の
環
境
の
保
全
と
創
造
に
関
す
る
施
策

の
推
進
に
積
極
的
に
参
画
し
、
協
力
し
ま

す
。

◆
事
業
者
の
役
割

　

全
て
の
事
業
活
動
に
伴
っ
て
生
じ
る
公
害

を
防
止
し
、
必
要
な
措
置
を
講
じ
ま
す
。

○
環
境
基
本
計
画
の
策
定

　

環
境
の
保
全
と
創
造
に
関
す
る
施
策
を
総

合
的
・
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
の
「
環
境

基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

○ 

環
境
の
保
全
と
創
造
に
関
す
る
施
策
の

　
実
施

　

環
境
の
保
全
と
創
造
に
関
す
る
施
策
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
市
民
と
事
業
者
の
皆
さ

ん
に
、
環
境
問
題
に
対
す
る
理
解
と
認
識
を

深
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
ま
す
。

○
環
境
監
査
委
員
会
の
設
置

　

環
境
の
保
全
と
創
造
に
関
す
る
施
策
の
適

正
な
推
進
を
確
保
す
る
た
め
、
環
境
監
査
委

員
会
を
設
置
し
、
環
境
監
査
な
ど
を
実
施
し

ま
す
。

○
報
告
書
の
作
成

　

毎
年
、
環
境
の
状
況
や
環
境
の
保
全
、
創

造
に
関
し
て
講
じ
た
施
策
に
関
す
る
報
告
書

を
作
成
し
、
こ
れ
を
公
表
し
ま
す
。

環
境
基
本
条
例
と
は

条
例
の
目
的

市
・
市
民
・
事
業
者
の
取
り
組
み

市
の
具
体
的
な
取
り
組
み

環
境
の
保
全
と
創
造
に
つ
い
て
の

根
本
と
な
る
考
え
方

　

現
在
の
環
境
問
題
は
、
社
会
経
済
活
動
の
多
様
化
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
な
ど
を
背
景

と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
環
境
へ
の
負
荷
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
要
因
と
さ
れ
、
全

て
の
人
々
に
関
わ
る
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
市
民
や
事
業
者
の
皆
さ
ん
に
こ
れ
ら
の

問
題
を
身
近
な
問
題
と
し
て
認
識
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
市
と
一
緒
に
環
境
へ
の
負
荷
の

低
減
に
努
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
「
久
喜
市
環
境
基
本
条
例
」
を
施
行
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

環
境
課
環
境
企
画
係
（
内
線
２
８
２
２
）

久
喜
市
環
境
基
本
条
例
を

平
成
25
年
１
月
１
日
に
施
行
し
ま
す

※法体系上は、条例に優劣や上下関係はありません。

※市の環境施策における基本理念や施策の方向性を示す条例

環境基本条例の精神にのっとり

久喜市の環境関連条例体系図

国

県

市

※埼玉県の環境政策を総合的かつ計画的に推進するための条例

※日本の環境政策の根幹を定める基本法

環境基本法（平成５年制定）

法律と県条例との関連、および市の具体的な条例との体系図

埼玉県環境基本条例（平成６年制定）

久喜市環境基本条例
（久喜市として新しく制定）

自然環境
の保全に
関する条
例

空き地の
環境保全
に関する
条例

路上喫煙
の防止に
関する条
例

街路樹等
の管理及
び選定に
関する条
例

土砂等に
よる土地
の埋立て
等の規制
に関する
条例

放置自動
車の発生
の防止及
び適正な
処理に関
する条例

空き缶等
のポイ捨
て及び飼
い犬のふ
んの放置
の防止に
関する条
例
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市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
は
、

私
た
ち
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い

く
た
め
の
貴
重
な
財
源
で
あ
り
、

定
め
ら
れ
た
期
限
（
納
期
限
）
ま

で
に
自
主
的
に
納
め
て
い
た
だ
く

も
の
で
す
。
多
く
の
方
が
納
期
限

ま
で
に
納
付
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

残
念
な
が
ら
一
部
の
方
は
滞
納
し

て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

税
負
担
の
公
平
性
お
よ
び
税
収

入
を
確
保
す
る
た
め
、
久
喜
市
を

は
じ
め
県
内
63
市
町
村
と
埼
玉
県

で
は
、
11
月
か
ら
平
成
25
年
１
月

ま
で
を
「
滞
納
整
理
強
化
期
間
」

に
設
定
し
、「
ス
ト
ッ
プ
！　

滞

納
」
を
合
言
葉
に
徴
収
対
策
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
一
斉
文
書
催
告
や
差

し
押
さ
え
の
強
化
な
ど
滞
納
の
解

消
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

納
期
限
内
の
納
税
に
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

相
談
・
問
合
せ　

収
納
課
徴
収
係

（
内
線
２
７
４
１
）／
各
総
合
支
所

税
務
課
（
菖
蒲
・
内
線
１
３
６
／

栗
橋
・
内
線
２
０
５
／
鷲
宮
・
内

線
１
４
４
）

ス
ト
ッ
プ
！
　
滞
納

早めにご相談ください
　一定の収入を得ていながら、住宅や車の
ローンなど、貸付金の返済を理由に納税を
怠ることは認められません。未納を放置し
続ける誠意のない人は、給与や財産などの
差し押さえにより、税を徴収します。
　差し押さえや公売などの強制処分になる
前に、収納課または各総合支所税務課へご
相談ください。
債権差し押さえの例示（銀行、生命保険、勤務先）

❶  

古
い
冷
蔵
庫
や
エ
ア
コ
ン
、

テ
レ
ビ
を
、
省
エ
ネ
タ
イ
プ

に
買
い
替
え
よ
う
！

❷  

家
庭
用
燃
料
電
池
や
高
効
率

の
給
湯
器
（
CO2
冷
媒
ヒ
ー
ト

ポ
ン
プ
型
な
ど
）
を
導
入
し

よ
う
！

❸  

白
熱
電
球
を
電
球
型
蛍
光
灯

や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
へ
買
い
替
え

よ
う
！

❹  

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
や
電
気

自
動
車
に
買
い
替
え
よ
う
！

地
球
温
暖
化
を
防
止
し
よ
う
！

チ
ャ
レ
ン
ジ
25
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

省
エ
ネ
性
に
優
れ
た
製
品
に
買
い
替
え
る
と
、
電
気
代
も
CO2
排
出
量
も
大
き
く
削
減
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
な
活
用
は
、
未
来
の
環
境
を
守
っ
て
い
く
上
で
必
要
不
可
欠
で
す
。

　

環
境
に
や
さ
し
い
取
り
組
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
せ
ん
か
。

　

問
合
せ　

環
境
課
環
境
企
画
係
（
内
線
２
８
２
２
）

❺  

太
陽
光
発
電
を

　

 

設
置
し
よ
う
！

❻  

太
陽
熱
温
水
器
を
設
置
し
よ
う
！

チ
ャ
レ
ン
ジ
25
と
は

　

２
０
２
０
年
度
ま
で
に
、
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
量
を
１
９
９
０
年

比
で
25
％
削
減
す
る
取
り
組
み
で

す
。

　市では「市民の視点に立った市政運
営」を達成するため、行政評価を推進し
ています。
　平成24年度は、昨年度に引き続き事務
事業評価を実施し、その結果がまとまり
ましたので、概要をお知らせします。
　平成24年度の事務事業評価は、全事務
事業を評価対象とした上で、事業費の大
きさなどによる選別を経て、167事業に
ついて評価を実施しました。その結果（事
務事業の方向性）は、次のとおりです。

事務事業の方向性 件　数
現状維持 119
拡大 22
要見直し 5
縮小 1
民間委託 1
廃止・休止 1
その他 18

合計 167
　詳しい資料は、企画政策課、公文書
館、中央・菖蒲・鷲宮の各図書館、栗橋
文化会館図書室または市ホームページで
ご覧になれます。
問合せ　企画政策課行政管理係
　　　　（内線2286・2287）

事務事業評価
実施結果を
お知らせします ～

省
エ
ネ
製
品
や
自
然
を
利
用
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
選
択
し
よ
う
～

差し押さえにより
税金に充当されます

市町村
　税務課
　収納課

○
△
銀
行

○
△
生
命

○
△
会
社
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① 

久
喜
市
男
女
共
同

　

参
画
審
議
会
委
員

内
容　

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る

行
動
計
画
の
策
定
等
に
つ
い
て
の

調
査
審
議
と
同
施
策
に
関
す
る
苦

情
に
つ
い
て
の
調
査

募
集
人
数　

３
人

委
員
構
成　

公
募
に
よ
る
市
民
、

学
識
経
験
者
な
ど
（
計
10
人
）

委
員
の
任
期　

委
嘱
日
か
ら
２
年

会
議
開
催
の
予
定　

年
３
回
程
度

募
集
期
限　

11
月
26
日
㈪　

消
印

有
効②

久
喜
市
立
幼
稚
園

　

保
育
料
等
検
討
委
員

内
容　

市
立
幼
稚
園
保
育
料
の
審
議

募
集
人
数　

６
人

委
員
構
成　

公
募
に
よ
る
市
民
、

学
識
経
験
者
な
ど
（
計
20
人
）

委
員
の
任
期　

審
議
終
了
ま
で
の
間

会
議
開
催
の
予
定　

４
回
程
度

募
集
期
限　

11
月
30
日
㈮　

消
印

有
効③ 

久
喜
市
幼
児
教
育

　

研
究
協
議
会
委
員

内
容　

幼
稚
園
、
保
育
所
お
よ
び

認
定
こ
ど
も
園
と
小
学
校
と
の
連

携
に
関
す
る
こ
と
等
、
幼
児
教
育

の
振
興
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
る
。

募
集
人
数　

５
人

委
員
構
成　

公
募
に
よ
る
市
民

（
計
５
人
）

委
員
の
任
期　

委
嘱
日
か
ら
２
年

会
議
開
催
の
予
定　

年
３
回
程
度

募
集
期
限　

11
月
30
日
㈮　

消
印

有
効

︻
①
～
③
共
通
︼

応
募
資
格　

18
歳
以
上
の
市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
者

※�

現
在
、
既
に
五
つ
以
上
の
審
議

会
な
ど
の
委
員
を
兼
任
し
て
い

る
方
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

報
酬　

日
額
６
０
０
０
円

応
募
方
法
・
問
合
せ　

住
所
・
氏ふ

り

名が
な

・
生
年
月
日
・
性
別
・
電
話
番

号
・
応
募
動
機
（
４
０
０
字
程
度
）

を
明
記
の
上
、持
参
ま
た
は
郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、Ｅ
メ
ー
ル
で
、①
人
権
推

進
課
男
女
共
同
参
画
係
（
〒
３
４

６

－

８
５
０
１　

所
在
地
記
入
不

要　

内
線
２
３
２
２
／
FAX�

22
・
３

３
１
９
／
Ｅ
メ
ー
ルjinken@

city.
kuki.lg.jp

）　

②
学
務
課
学
事

係
（
〒
３
４
６

－

８
５
０
１　

所

在
地
記
入
不
要　

内
線
４
２
４
２

／
FAX�

21
・
４
９
７
７
／
Ｅ
メ
ー
ル

gakum
u@
city.kuki.lg.jp

）

③
指
導
課
指
導
係
（
〒
３
４
６

－

８
５
０
１　

所
在
地
記
入
不
要　

内
線
４
２
６
４
／
FAX�

21
・
４
９
７

７
／
Ｅ
メ
ー
ルshido@

city.
kuki.lg.jp

）
へ

選
考
お
よ
び
結
果　

公
募
選
考
委

員
会
に
お
い
て
選
考
し
ま
す
。
結

果
は
応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

委
員
を
募
集
し
ま
す

　市では、平成25年度に小
学校で勤務する任期付市費
負担の教職員を募集します。
採用試験日程
第１次試験　12月２日㈰
第２次試験　12月22日㈯
申込期間　
窓口　11月12日㈪～20日㈫
８時30分～17時15分
郵送　11月20日㈫　消印有効
申込方法・問合せ　提出書
類（指導課で配布。市ホー
ムページからもダウンロー
ド可。）に必要事項を記入の
上、必要書類を添えて、直
接または郵送で、指導課教
職員係（〒346－8501　所在
地記入不要　内線4269）へ

久喜市任期付
市費負担教職員
を募集します

　

市
民
意
見
提
出
制
度
に
よ
る

意
見
を
募
集
し
ま
す　

₁
久
喜
市
地
域
防
災

　
計
画
︵
案
︶

計
画
の
概
要　

現
行
の
地
域
防
災

計
画
の
課
題
等
を
踏
ま
え
「
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
す

る
た
め
の
計
画
の
策
定

₂ 
久
喜
市
下
水
道
事
業

　
中
期
経
営
計
画
︵
案
︶

計
画
の
概
要　

経
営
基
盤
の
強
化

を
図
り
、
下
水
道
事
業
の
サ
ー
ビ

ス
を
持
続
的
・
安
定
的
に
継
続
す

る
た
め
の
計
画
の
策
定

︻
₁
・
₂
共
通
︼

意
見
提
出
期
間　

11
月
13
日
㈫
～

12
月
12
日
㈬　

消
印
有
効

意
見
提
出
で
き
る
方

①
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

②�

市
内
で
事
業
を
営
み
ま
た
は
活

動
す
る
方

③�

市
に
対
し
て
納
税
義
務
を
有
す

る
方

④
案
件
に
利
害
関
係
を
有
す
る
方

計
画
︵
案
︶
の
閲
覧　

市
民
参
加

コ
ー
ナ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
市
民
参
加
の
ペ
ー
ジ
」
で
11
月

12
日
㈪
か
ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

市
民
参
加
コ
ー
ナ
ー
・
意
見
箱
設

置
場
所　

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー
、

各
総
合
支
所
、
公
文
書
館
、
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
久
喜
、
中
央
・
東
・

西
・
森
下
・
鷲
宮
の
各
公
民
館
、

菖
蒲
・
栗
橋
の
各
文
化
会
館
、
栗

橋
・
鷲
宮
東
・
鷲
宮
西
の
各
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
菖
蒲
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、中
央
図
書
館
、

総
合
第
１
体
育
館

意
見
提
出
方
法
・
問
合
せ　

意
見

書（
市
民
参
加
コ
ー
ナ
ー
で
配
布
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
。）
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、意
見
箱
に
投
入
す
る
か
、

持
参
ま
た
は
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ

メ
ー
ル
で
、
₁
消
防
防
災
課
危
機

管
理
係
（
〒
３
４
６

－

８
５
０
１

所
在
地
記
入
不
要　

内
線
２
６
４

５
／
FAX�

22
・
３
３
１
９
／
Ｅ
メ
ー

ルshobobosai@
city.kuki.lg.

jp

）　

₂
下
水
道
業
務
課
管
理
・

計
画
係
（
〒
３
４
０

－

０
２
９
５

久
喜
市
鷲
宮
６
の
１
の
１　

内
線

２
７
１
／
FAX�

59
・
７
０
０
８
／
Ｅ

メ
ー
ルgesui-gyom

u@
city.

kuki.lg.jp

）
へ

検
討
結
果
の
公
表　

提
出
意
見
の

概
要
・
意
見
に
対
す
る
市
の
考
え

方
・
計
画
（
案
）
の
修
正
内
容
を

市
民
参
加
コ
ー
ナ
ー
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
氏
名
・
住
所
を
除
き

公
表
し
ま
す
。

※
個
別
の
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
。
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保
育
園
は
、
保
護
者
や
同
居
の

方
が
次
に
掲
げ
る
理
由
等
で
、
未

就
学
児
の
保
育
が
で
き
な
い
場
合

に
利
用
で
き
る
施
設
で
す
。

・
昼
間
の
家
庭
外
で
の
労
働

・
母
親
の
出
産
・
疾
病
等
の
家
庭

・
病
人
の
看
護
、
親
族
の
介
護
等

・
家
庭
の
災
害
復
旧

申
込
資
格　

市
内
在
住
者

受
付
期
間　

11
月
１
日
㈭
～
30
日
㈮

保
育
料　

世
帯
の
前
年
の
所
得
税

額
ま
た
は
前
年
度
の
市
民
税
額
に

よ
り
決
定

必
要
な
も
の

①�

入
所
申
込
書
（
保
育
課
お
よ
び

各
総
合
支
所
福
祉
課
窓
口
で
配

布
）

②�

児
童
と
同
居
し
て
い
る
家
族
全

員
分
の
勤
務
（
内
職
）
証
明
書

ま
た
は
届
出
書
（
自
営
・
農
業
・

疾
病
な
ど
の
方
）

③�

児
童
と
同
居
し
て
い
る
家
族
全

員
の
所
得
税
額
が
確
認
で
き
る

書
類
⋮
源
泉
徴
収
票
（
平
成
24

年
分
）
の
写
し
ま
た
は
確
定
申

告（
平
成
24
年
分
）を
す
る
方
は

申
告
書
の
控
え
の
写
し
（
窓
口

　

で
必
ず
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。）

④�

平
成
24
年
分
所
得
税
が
０
円
の

方
で
平
成
24
年
１
月
１
日
時
点

で
市
内
に
在
住
し
て
い
な
か
っ

た
場
合
は
、
お
住
ま
い
だ
っ
た

市
区
町
村
役
場
発
行
の
平
成
24

年
度
課
税
証
明
書

※�

③
・
④
の
提
出
期
限
や
保
育
時

間
等
は
、
窓
口
配
布
の
案
内
書

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

保
育
所
一
覧

申
込
み
・
問
合
せ　

保
育
課
保
育

係
（
内
線
３
３
２
２
）
／
各
総
合

支
所
福
祉
課
（
菖
蒲
・
内
線
９
１

６
／
栗
橋
・
内
線
２
３
９
／
鷲
宮
・

内
線
１
６
８
）

　

市
で
は
、
進
学
の
意
欲
が
あ
り

な
が
ら
、
経
済
的
な
理
由
で
就
学

が
困
難
な
方
の
た
め
に
、
無
利
子

の
入
学
準
備
金
・
奨
学
金
の
貸
し

付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

申
請
方
法
・
問
合
せ　

申
請
書

（
学
務
課
、
各
総
合
支
所
教
育
委

員
会
分
室
で
11
月
１
日
㈭
か
ら
配

布
）
に
必
要
書
類
を
添
え
て
、
直

接
、
学
務
課
学
事
係
（
内
線
４
２

４
３
）
へ

申
請
期
間　

11
月
30
日
㈮
～
12
月

20
日
㈭

※�

条
件
や
必
要
書
類
な
ど
の
詳
細

は
、
窓
口
配
布
の
案
内
書
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

入
学
準
備
金
・
奨
学
金
の

貸
付
制
度
の
お
知
ら
せ　

平
成
25
年
度　

保
育
園
児
を
募
集
し
ま
す

経営

名
称
・
電
話
番
号

保
育
年
齢

公      立
さ
く
ら
保
育
園　
　
　
　

☎
₂₁
・
０
７
８
７

１
歳
か
ら
就
学
前
ま
で

す
み
れ
保
育
園　
　
　
　

☎
₂₁
・
０
１
２
０

６
か
月
か
ら
就
学
前
ま
で

（
０
歳
児
は
平
成
₂₅
年
４
月

か
ら
受
け
入
れ
）

ひ
ま
わ
り
保
育
園　
　
　

☎
₂₂
・
８
２
４
６

６
か
月
か
ら
就
学
前
ま
で

あ
お
ば
保
育
園　
　
　
　

☎
₂₂
・
２
５
６
６

１
歳
か
ら
就
学
前
ま
で

中
央
保
育
園　
　
　
　
　

☎
₂₃
・
６
０
３
０

１
歳
か
ら
就
学
前
ま
で

中
央
保
育
園 
分
園

（
問
合
せ　

保
育
課　

内
線
３
３
２
２
）

３
歳
か
ら
就
学
前
ま
で

（
平
成
₂₅
年
度
再
開
）

私　　  立
は
る
み
保
育
園　
　
　
　

☎
₂₁
・
０
２
７
５

３
か
月
か
ら
就
学
前
ま
で

た
か
ら
保
育
園　
　
　
　

☎
₂₃
・
２
２
３
３

２
か
月
か
ら
就
学
前
ま
で

エ
ン
ゼ
ル
保
育
園　
　
　

☎
₂₂
・
３
３
２
７
㈹

２
か
月
か
ら
就
学
前
ま
で

認
定
こ
ど
も
園
エ
ン
ゼ
ル
東
保
育
園
（
※
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
₂₁
・
１
０
１
１
㈹

２
か
月
か
ら
２
歳
ま
で

お
ひ
さ
ま
保
育
園　
　
　

☎
₃₁
・
８
４
４
５

２
か
月
か
ら
３
歳
ま
で

あ
や
め
保
育
園　
　
　
　

☎
₈₅
・
１
５
０
５

２
か
月
か
ら
就
学
前
ま
で

お
ば
や
し
保
育
園　
　
　

☎
₃₁
・
９
８
８
０

３
か
月
か
ら
就
学
前
ま
で

認
定
こ
ど
も
園
し
ょ
う
ぶ
保
育
園
（
※
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
₈₅
・
５
８
９
５

２
か
月
か
ら
２
歳
ま
で

栗
橋
保
育
園　
　
　
　
　

☎
₅₂
・
０
０
７
４　

３
か
月
か
ら
就
学
前
ま
で

（
平
成
₂₅
年
４
月
新
設
移
転
）

お
お
し
か
保
育
園　
　
　

☎
₅₂
・
５
９
８
８

３
か
月
か
ら
就
学
前
ま
で

な
ず
な
保
育
園　
　
　
　

☎
₅₂
・
５
０
４
７

３
か
月
か
ら
就
学
前
ま
で

認
定
こ
ど
も
園
さ
く
ら
の
も
り
保
育
園
（
※
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
₅₂
・
５
８
７
１

６
か
月
か
ら
２
歳
ま
で

鷲
宮
保
育
園　
　
　
　
　

☎
₅₈
・
１
５
１
０

２
か
月
か
ら
就
学
前
ま
で

鷲
宮
第
二
保
育
園　
　
　

☎
₅₈
・
１
５
１
０

２
か
月
か
ら
就
学
前
ま
で

認
定
こ
ど
も
園
さ
く
ら
だ
保
育
園

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
₅₈
・
９
８
９
５

６
か
月
か
ら
就
学
前
ま
で

（
※
）
の
保
育
園
は
、
受
付
期
間
内
に
各
園
で
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

貸付区分と貸付額

区　　分
貸　付　額

入学準備金 奨学金（月額）

高等学校／
専修学校
（高等課程）

20万円以内 1万円以内

大学／
専修学校
（専門課程）

50万円以内 1万5000円以内

　放射線量測定器の無料貸し出しは、午前ま
たは午後で最長３時間の制限がありましたが、
10月１日から、希望により午前から午後まで
終日の貸し出しを開始しました。
　皆さんの身近な場所での空間放射線量の把
握にお役立てください。
予約先・問合せ　環境課環境保全係（内線282
6）／各総合支所環境経済課（菖蒲・内線250 ／
栗橋・内線241 ／鷲宮・内線224）

放射線量測定器の
終日貸し出しを
開始しました
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年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
と

き
、
国
民
年
金
保
険
料
納
付
額

は
、
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

　

こ
の
控
除
を
受
け
る
た
め
の

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
」
が
日
本
年
金

機
構
か
ら
次
の
と
お
り
送
付
さ
れ

ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く

だ
さ
い
。

●
10
月
下
旬
か
ら
11
月
上
旬
に

　

送
付
さ
れ
る
方

　

�　

保
険
料
を
平
成
24
年
１
月
１

日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
に
納
付

し
た
場
合

●
平
成
25
年
１
月
下
旬
に
送
付

　

さ
れ
る
方

　

�　

今
年
初
め
て
の
保
険
料
を
10

月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に

納
付
し
た
場
合

問
合
せ　

市
民
課
市
民
係
（
内
線

２
６
６
３
）
／
各
総
合
支
所
市
民

課
（
菖
蒲
・
内
線
１
２
１
／
栗
橋
・

内
線
２
１
５
／
鷲
宮
・
内
線
１
２

６
）
／
春
日
部
年
金
事
務
所　

☎

０
４
８
・
７
３
７
・
７
１
１
４

日
時　

11
月
27
日
㈫　

10
時
～
11

時
30
分

場
所　

同
セ
ン
タ
ー
鷲
宮
多
目
的
室

内
容　

子
ど
も
と
の
か
か
わ
り
方

～
子
ど
も
の
遊
び
と
手
づ
く
り

お
も
ち
ゃ
～

講
師　

鷲
宮
地
域
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
保
育
士

対
象　

市
内
在
住
で
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に

興
味
の
あ
る
方

定
員　

10
人
（
申
込
順
）

申
込
期
間　

11
月
20
日
㈫
～
26
日
㈪

※
土
・
日
曜
日
を
除
く
９
時
～
16

時
30
分

申
込
み
・
問
合
せ　

同
セ
ン
タ
ー

鷲
宮　

☎
59
・
６
６
０
０

　

児
童
虐
待
は
、
子
ど
も
の
人
権

を
著
し
く
侵
害
し
、
心
身
の
発
達

や
人
格
形
成
に
重
大
な
影
響
を
与

え
ま
す
。
親
が「
し
つ
け
」と
思
っ

て
い
る
行
為
で
も
、
現
実
に
子
ど

も
の
心
や
体
が
傷
つ
く
行
為
で
あ

れ
ば
、
そ
れ
は
虐
待
で
す
。

　

ま
た
、
児
童
虐
待
は
、
家
庭
内

で
起
こ
る
も
の
で
あ
り
、
虐
待
し

て
い
る
保
護
者
も
、
虐
待
さ
れ
て

い
る
子
ど
も
も
自
ら
助
け
を
求
め

る
こ
と
は
な
か
な
か
で
き
ま
せ

ん
。
周
囲
の
皆
さ
ん
の
「
気
づ
き
」

と
連
絡
す
る
「
勇
気
」
が
子
ど
も

だ
け
で
な
く
、
虐
待
を
し
て
し
ま

う
親
も
救
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

子
育
て
に
不
安
や
悩
み
を
お
持

ち
の
保
護
者
の
方
は
一
人
で
抱
え

込
ま
ず
に
周
囲
の
人
や
市
の
相
談

窓
口
な
ど
に
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

連
絡
・
相
談
・
問
合
せ　

子
育
て

支
援
課
子
育
て
支
援
係
（
内
線
３

２
８
３
）
／
各
総
合
支
所
福
祉
課

（
菖
蒲
・
内
線
１
４
５
／
栗
橋
・

内
線
２
４
７
／
鷲
宮
・
内
線
１
６

６
）
／
中
央
児
童
相
談
所　

☎
０

４
８
・
７
７
５
・
４
１
５
２

　

近
年
の
医
療
で
は
、
地
域
の
診

療
所
や
病
院
と
、
大
き
な
病
院
と

で
、
規
模
や
機
能
の
違
い
を
生
か

し
た
役
割
分
担
が
進
め
ら
れ
て
い

て
、
一
人
の
患
者
さ
ん
を
診
療
所

と
病
院
と
で
、
連
携
（
紹
介
・
逆

紹
介
）
し
て
治
療
し
て
い
く
よ
う

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
大
き
な
病
院
（
済

生
会
栗
橋
病
院
や
Ｊ
Ａ
埼
玉
県
厚

生
連
久
喜
総
合
病
院
な
ど
）
で
受

診
す
る
際
に
は
、
か
か
り
つ
け
医

等
か
ら
の
紹
介
状
を
持
参
し
ま

し
ょ
う
。

　

な
お
、
紹
介
状
の
ほ
か
に
、
予

約
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
受
診
の
予
約
を
お
勧

め
し
ま
す
。
予
約
が
な
い
と
、
待

ち
時
間
が
長
く
な
る
場
合
や
、
当

日
の
受
診
が
で
き
ず
に
、
後
日
の

診
察
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

受
付
時
間
や
受
診
の
方
法
は
、

医
療
機
関
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
異

な
り
ま
す
。
特
に
、
初
め
て
か
か

る
医
療
機
関
に
は
、
あ
ら
か
じ
め

問
い
合
わ
せ
て
か
ら
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

問
合
せ　

健
康
医
療
課
地
域
医
療

係
（
内
線
３
４
２
３
）

大
き
な
病
院
で
受
診
す
る
際
に

気
を
つ
け
た
い
こ
と

　

久
喜
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
鷲
宮

　

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
習
会
を
開
催
し
ま
す

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

年
金
コ
ラ
ム国

民
年
金
保
険
料
控
除
証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す

　㈶自治総合センターでは、コミュニティ活動に
必要な設備の整備等に関する事業に助成を行って
います。
平成24年度助成事業
▼�所久喜72区集会所備品（太鼓、座椅子、エアコ
ン、冷蔵庫等）

▼伊坂八丁目町内会集会所備品（エアコン）

問合せ　自治振興課市民活動推進係（内線2624）

宝くじ助成による
設備整備を実施しました



人
権
人
権
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つ
ど
い

つ
ど
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開
催
開
催
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ま
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し
ま
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し
ま
す
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日
時　

11
月
17
日
㈯　

受
け
付
け
8
時
30
分

／
９
時
～
12
時
30
分

場
所　

菖
蒲
文
化
会
館
（
ア
ミ
ー
ゴ
）

内
容　

小
・
中
学
生
に
よ
る
発
表
⋮
人
権
作

文
・
人
権
標
語
、
少
年
の
主
張
作
文
／
作
品

展
示
⋮
人
権
啓
発
用
行
灯
、
市
内
全
児
童
・

生
徒
が
作
成
し
た
「
埼
葛
10
万
人
メ
ッ
セ
ー

ジ
」
と
「
埼
葛
10
万
羽
の
折
鶴
」
（
久
喜
市

分
）、
し
ょ
う
ぶ
会
館
事
業
の
作
品
な
ど
／

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
⋮
菖
蒲
幼
稚
園
の
歌
、

し
ょ
う
ぶ
合
奏
・
合
唱
音
楽
教
室
の
演
奏
、

菖
蒲
小
学
校
５
年
生
の
歌
と
朗
読
、
長
龍
寺

幼
稚
園
の
和
太
鼓
の
演
奏
、
菖
蒲
中
学
校
の

「
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
」
／
地
域
間
交
流
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
⋮
啓
和
会
の
ト
ー
ン
チ
ャ
イ

ム
の
演
奏

入
場
料　

無
料

※
託
児
有
り（
11
月
13
日
㈫
ま
で
に
要
予
約
）

主
催　

久
喜
市
人
権
啓
発
菖
蒲
実
行
委
員
会
、

久
喜
市
菖
蒲
地
区
青
少
年
育
成
市
民
会
議

問
合
せ　

菖
蒲
総
合
支
所
総
務
管
理
課
（
内

線
２
４
０
）
／
同
支
所
市
民
課
（
内
線
１
１

１
）

日
時　

12
月
８
日
㈯　

受
け
付
け
13
時
／
13

時
20
分
～
16
時

場
所　

鷲
宮
西
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
お
お
と
り
）

内
容　

小
・
中
学
生
に
よ
る
人
権
作
文
の
発

表
／
作
品
展
示
⋮
市
内
全
児
童
・
生
徒
が
作

成
し
た
「
埼
葛
10
万
人
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と

「
埼
葛
10
万
羽
の
折
鶴
」（
久
喜
市
分
）、
園

児
に
よ
る
人
権
絵
画
な
ど
／
福
祉
施
設
等
に

よ
る
展
示
・
販
売
／
啓
発
品
の
配
布
／
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
⋮
桜
田
ゆ
う
ゆ
う
プ
ラ
ザ
の
演

奏
と
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
、
鷲
宮
保
育
園
の

歌
、
東
鷲
宮
小
学
校
け
や
き
っ
子
ゆ
う
ゆ
う

プ
ラ
ザ
ク
レ
ッ
シ
ェ
ン
ド
の
合
唱
、
鷲
宮
高

等
学
校
吹
奏
楽
の
演
奏
／
地
域
間
交
流
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
⋮
ほ
ほ
え
み
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
手
話
を
交
え
た
合
唱

入
場
料　

無
料

※
託
児
有
り
（
12
月
５
日
㈬
ま
で
に
要
予
約

／
１
歳
～
未
就
学
児
10
人
ま
で
可
）

主
催　

久
喜
市
人
権
啓
発
鷲
宮
実
行
委
員
会

問
合
せ　

鷲
宮
総
合
支
所
総
務
管
理
課
（
内

線
３
１
９
）

～市内小学校のさまざまな活動を紹介します～②

私 た ち の 学 校 自 慢 問合せ　指導課指導係（内線4262）

江面第一小学校 江面第二小学校
「伝統のなわとびで
体力向上」
　本校は、今年度で139
周年を迎える伝統ある
学校です。学校教育目標
「仲よくいたわり合う子
ども」「健康で明るい子
ども」「よく考える子ども」の具現化を目指して、
学校・家庭・地域が一体となって教育活動を推進
しています。
　本校の伝統は「なわとび」です。体育の授業や
業前、休み時間などに全校で取り組んでいます。

リズムなわとびクラブは
毎年、なわとびフェスタ
で華麗な演技を発表して
います。また、埼玉県な
わとび選手権大会にも連
続出場して立派な成績を
収めています。

「子どもたちが夢と希望
を持ち、生き生きと学ぶ
学校」
　小規模校の特性を生か
し、豊かな心の育成を目
指して異学年集団「なか
よしファミリー」の活動を行っています。６月に
は、江二小伝統の「カレー集会」を行いました。
農園のジャガイモを「ファミリー」で収穫し、リー
ダーを中心に５・６年生がカレーを作ります。各
グループごとに１つ隠し味を加えたカレーをみん
なで味わいながら、楽しく会食をしました。

　また、毎日の業間運動も、
「ファミリー」のメンバー
で行っています。ファミリー
の仲間と共に、楽しく教え
合いながら基礎体力を高め
ようと、いろいろな運動に
進んで挑戦しています。

▲ 生き生きタイムでの全校
　なわとび

▲ひと味違うぞ、カレー集会

▲ 運動会でのリズムなわとび
クラブの演技

▲ ファミリーで楽しく
　長なわとび

菖
蒲
地
区

鷲
宮
地
区

「
人
権
の
つ
ど
い
・

少
年
の
主
張
大
会
」

「
人
権
の
つ
ど
い
」

菖
蒲
地
区
・
鷲
宮
地
区

　
小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒
が
、
差
別
を
な
く
す
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
感
じ
て
い
る
こ
と
や
訴
え
た
い
こ
と
、
学
校
で
の
生
活
や
将
来
の
夢
な
ど
を

作
文
に
し
て
発
表
し
ま
す
。
純
粋
な
子
ど
も
た
ち
の
思
い
に
耳
を
傾
け
て
み
ま

せ
ん
か
。

人
権
の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す
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　９月22日㈷、久喜総合文化会館で久喜地区平和
と人権のつどいが開催されました。
　人権作文の発表や市内の保育園・幼稚園の園
児、小学校の児童によるアトラクションが披露さ
れ、来場者から惜しみない拍手が送られました。

写 真 ニュース写 真 ニュース

久喜地区平和と人権のつどい

　９月24日㈪、久喜市交通安全母の会の長
ながし ま

島会長が
田中市長を訪問し、交通安全知事メッセージを伝達
しました。
　このメッセージは、埼玉県交通安全母の会連合会
が上田埼玉県知事から田中市長に伝達するよう託さ
れたもので、伝達を受けた田中市長は今後も警察お
よび関係団体と連携し、実態に即した交通安全対策
に一層努力することを誓いました。

　９月10日㈪、江面第二小学校でシドニーオリン
ピック銀メダリストの松

まつも と

本直
な お み

美さんを講師に迎え、
ソフトボール体験教室が行われました。
　松本さんからボールの握り方や投げ方等の指導を
受けた子どもたちからは、指導を受ける前よりも遠
くに投げられるようになったという喜びの声も聞か
れました。

　９月20日㈭、青年海外協力隊員として、ウガンダ
共和国に２年間赴任する神

こう

㟢
ざき

千
ち

穂
ほ

さん（久喜東在
住）が、田中市長を表敬訪問しました。
　神﨑さんは、現地で村落開発普及員として、稲作
の普及活動などをされる予定だそうです。

交通安全知事メッセージの伝達

ソフトボール教室

青年海外協力隊員の表敬訪問

　９月23日㈰、鷲宮西コミュニティセンター（お
おとり）で、環境講演会（久喜市環境基本計画素
案説明会）が行われました。
　今年度策定が予定されている「久喜市環境基本
計画（案）」の説明が行われた後、講師の髙

たか

橋
はし

進
すすむ

さんから世界各国のエネルギー事情の紹介や家庭
でもできる省エネについての講演が行われ、参加
した皆さんは、環境問題に対する理解を深めてい
ました。

環境講演会
（久喜市環境基本計画素案説明会）

たから保育園のアトラクション

被災地の復興への願いを込めた折鶴
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　私たちは、幼児から大学生までが所属するバトントワリ
ングチームで、協会公認の指導員による正しいトワリング
操法の指導を受けながら、子どもたちの縦と横の絆を大切
に、心・技・体の育成を目的に活動しています。
　また、毎年各種コンテストやフェスティバルに出場し、
１月には、関東代表として全国大会に出場しました。
　主な練習内容はストレッチ、バレエ基礎、ステップ、バ
トン技術の習得、振り付けなどです。見学や体験レッスン
を受けることもできますので、お気軽にご相談ください。
活動日時　毎週水曜日　17時～ 20時
活動場所　砂原小学校・栗橋いきいき活動センターしずか館
問 合 せ　萩

はぎわら

原　☎59－1746
　　　　　Ｅメールo.mari.k@mars.dti.ne.jp

トワール  アイ  パーク  キッズ  鷲宮
８いきいきサークル

アイドルアイドル
わがやの

　

博
士
の
生
い
立
ち
や
業
績
な
ど
を
、シ
リ
ー

ズ
で
紹
介
す
る
第
６
回（
最
終
回
）は
、本
多
静

六
博
士
ゆ
か
り
の
地
訪
問
事
業
の
報
告
で
す
。

　

平
成
24
年
度
は
、
９
月
20
日
㈭
に
市
民
の

皆
さ
ん
と
東
京
都
の
日
比
谷
公
園
お
よ
び
明

治
神
宮
の
杜
を
訪
ね
ま
し
た
。

◆
日
比
谷
公
園

　

日
比
谷
公
園
は
明
治
36
年（
１
９
０
３
）に
、

日
本
初
の
近
代
洋
風
都
市
公
園
と
し
て
誕
生

し
ま
し
た
。

　

春
に
は
サ
ク
ラ
や
ツ
ツ
ジ
、
夏
は
ア
ジ
サ

イ
や
ヒ
マ
ワ
リ
、
秋
は
カ
エ
デ
や
ヒ
ガ
ン
バ

ナ
、
冬
に
は
サ
ザ
ン
カ
や
ウ
メ
な
ど
、
園
内

に
は
、
四
季
折
々
の
花
木
が
整
然
と
植
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
10
円
カ
レ
ー
で
有
名
な
松ま

つ
も
と
ろ
う

本
楼
の

傍
ら
に
は
、
日
比
谷
公
園
の
シ
ン
ボ
ル
で
、

園
内
最
大
の
木
で
あ
る
「
首
賭
け
イ
チ
ョ
ウ
」

と
呼
ば
れ
る
大
イ
チ
ョ
ウ
が
あ
り
ま
す
。（
い

わ
れ
の
詳
細
は
、
広
報
く
き
８
月
１
日
号
の

こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
第
３
回
で
紹
介
し
て
い
ま

す
。）

◆
明
治
神
宮
の
杜

　

原
宿
や
表
参
道
な
ど
の
大
都
会
の
真
ん
中

に
、
明
治
神
宮
の
杜
は
あ
り
ま
す
。
こ
の
地

が
百
年
も
前
に
、
全
国
か
ら
の
献
木
で
、
人

の
手
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
人
工
林
で
あ
る
こ

と
は
、
意
外
に
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

総
面
積
は
約
70
万
㎡
（
東
京
ド
ー
ム
約
15

個
分
）。
敷
地
内
に
は
17
万
本
も
の
木
々
が

生
い
茂
っ
て
い
ま
す
。

　

博
士
は
、
留
学
先
の
ド
イ
ツ
で
百
年
先
を

見
据
え
た
天
然
更
新
の
森
造
り
の
手
法
を
学

び
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
新
た
に
種
を
ま
い
た

り
苗
木
を
植
え
た
り
す
る
こ
と
な
く
、
自
然

の
力
で
森
林
を
更
新
さ
せ
、
自
然
林
に
近
づ

け
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

現
在
で
も
、
落
ち
葉
の
清
掃
は
、
参
道
や

建
物
周
り
だ
け
行
い
、
集
め
た
落
ち
葉
も
林

苑
内
に
戻
す
と
い
う
、
当
時
の
博
士
の
教
え

が
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
こ
れ
ま
で

に
も
訪
れ
た
こ
と
は
あ
っ
た
け
れ
ど
、
今
回

の
訪
問
事
業
に
参
加
し
て
、
違
っ
た
視
点
で

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。」
と
い
っ
た

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
地
元
出
身
の
偉
人
が
関

わ
っ
た
全
国
に
点
在
す
る
ゆ
か
り
の
地
を
訪

れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

問
合
せ　

企
画
政
策
課
企
画
政
策
係

　
　
　
　
（
内
線
２
２
８
２
）

連
載  

本
多
静
六
博
士
没
₆0
年
記
念  

第
６
回︵
最
終
回
︶

本
多
静
六
博
士
ゆ
か
り
の
地
訪
問

～善意をありがとうございます～

★保健福祉のために
　久喜市カラオケ連合会さん　　金100,000円
　清流会さん　　　　　　　　　 金30,000円

愛の泉

ゆかりの地訪問の様子
（日比谷公園）

募集中!
対象　市内在住のおおむね就学前の子
※集合写真や本人以外が写っているものは不可
申込方法・問合せ　次の①から⑦までを記入し
たもの（様式は任意）に写真を添えて、郵送
または直接、広報広聴課広報広聴係（〒346－
8501�所在地記入不要　内線5914）へ
①住所　②子どもの氏名（ふりがな）　③性別
④生年月日　⑤コメント（10文字以内）　⑥保
護者の氏名　⑦日中連絡可能な電話番号
※掲載後、写真は返却します。
その他　市ホームページにも広報紙面として掲
載しますのでご了承ください。
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10
月
18
日
㈭
か
ら
12
月
31
日
㈪

ま
で
は
、
不
法
投
棄
等
防
止
強
化

期
間
で
す
。
県
で
は
、
民
間
や
市

町
村
等
と
連
携
し
て
、
不
法
投
棄

等
防
止
の
取
り
組
み
を
集
中
的
に

実
施
し
ま
す
。

　

不
法
投
棄
を
発
見
し
た
ら
、
す

ぐ
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

産
業
廃
棄
物
不
法
投
棄
１
１
０
番

☎
０
１
２
０
・
５
３
０
・
３
８
４

（
24
時
間
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

問
合
せ　

県
産
業
廃
棄
物
指
導
課

☎
０
４
８
・
８
３
０
・
３
１
３
６

　

久
喜
市
青
毛
堀
・
稲
荷
台
用
水

環
境
保
全
会
で
は
、
青
毛
堀
川
や

稲
荷
台
用
水
路
の
保
全
活
動
を
実

施
し
て
、
今
年
で
32
年
目
と
な
り

ま
す
。

　

今
年
も
稲
荷
台
用
水
路
の
清
掃

活
動
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　

11
月
11
日
㈰　

８
時

場
所　

古
久
喜
、
野
久
喜
、
北
地

区
の
稲
荷
台
用
水
路

主
催　

同
会

問
合
せ　

環
境
課
環
境
保
全
係

　
　
　
　

（
内
線
２
８
２
６
）

　

看
護
師
を
目
指
す
学
生
を
募
集

し
ま
す
。

◆
一
般
・
社
会
人
入
試
︵
Ａ
入
試
︶

出
願
期
間　

11
月
６
日
㈫
～
16
日

㈮　

消
印
有
効

試
験
日　

12
月
１
日
㈯

試
験
会
場　

久
喜
看
護
専
門
学
校

（
本
町
５
の
10
の
12
）

試
験
科
目　

国
語
総
合
（
古
文
・

漢
文
を
除
く
）
、
英
語
Ⅰ
・
Ⅱ
、

面
接

出
願
資
格　

①
高
等
学
校
を
卒
業

ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
方　

②
大

学
入
学
資
格
検
定
ま
た
は
高
等
学

校
卒
業
程
度
認
定
試
験
に
合
格
し

た
方　

③
②
と
同
等
以
上
の
学
力

と
認
め
ら
れ
た
方

※�

②
・
③
は
平
成
25
年
４
月
１
日

現
在
で
18
歳
以
上
の
方

そ
の
他　

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

同
校
事
務
局　

　
　
　
　

☎
23
・
３
１
３
１

　

久
喜
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

で
は
、
女
性
部
主
催
に
よ
る
創
作

品
の
展
示
と
交
通
安
全
・
振
り
込

め
詐
欺
防
止
に
つ
い
て
の
講
話
を

行
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
程　

11
月
21
日
㈬　

12
時
～
16

時
30
分
／
11
月
22
日
㈭　

9
時
30

分
～
15
時
30
分

※
講
話
は
21
日
13
時
～
13
時
40
分

場
所　

久
喜
総
合
文
化
会
館
広
域

文
化
展
示
室

内
容　

手
芸
、
書
道
、
陶
芸
、
絵

画
等
の
展
示
、
久
喜
警
察
署
交
通

安
全
課
に
よ
る
講
話

問
合
せ　

社
会
福
祉
課
社
会
福
祉

係
（
内
線
３
２
２
４
）

　

子
ど
も
た
ち
と
と
も
に
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
18
日
㈰　

11
時
～
14
時

場
所　

風
の
子
・
風
の
子
南
学
童

保
育
ク
ラ
ブ
内
（
栗
橋
南
小
学
校

の
西
側
）

内
容　

出
店
、
昔
の
遊
び
な
ど

（
予
定
）

問
合
せ　

風
の
子
・
風
の
子
南

学
童
保
育
ク
ラ
ブ　

☎
53
・
０
４

７
３

～
わ
っ
し
ょ
い
し
ょ
い　

お
ど
る

よ　

わ
ら
う
よ　

み
ん
な
の
ま
つ

り
！
～

　

日
頃
の
学
習
の
成
果
を
、児
童
・

生
徒
が
力
い
っ
ぱ
い
発
表
し
ま
す
。

日
時　

11
月
17
日
㈯　

９
時
50
分

～
14
時

場
所　

県
立
久
喜
特
別
支
援
学
校

（
上
清
久
１
１
０
０
）

内
容　

小
学
部
・
中
学
部
・
高
等

部
に
よ
る
学
習
発
表
会
、
作
品
展

示
、
高
等
部
に
よ
る
「
あ
そ
び
の

コ
ー
ナ
ー
」
、
同
窓
会
・
Ｐ
Ｔ

Ａ
・
作
業
所
の
販
売
等

問
合
せ　

同
校　

☎
23
・
０
０
８
１

日
時　

11
月
17
日
㈯　

９
時
30
分

～
14
時

場
所　

県
立
騎
西
特
別
支
援
学
校

（
加
須
市
上か

み
た
な
だ
れ

種
足
４
の
８
８
８
の
１
）

内
容　

ス
テ
ー
ジ
発
表
、
作
品
展

示
、
模
擬
店
（
生
徒
作
業
学
習
の

製
品
販
売
等
）
ほ
か

問
合
せ　

同
校　

☎
73
・
３
５
１
０

げ
ん
き
っ
子
ま
つ
り

県
立
騎
西
特
別
支
援
学
校

第
2₃
回
き
よ
う
祭

５
周
年
記
念

久
喜
地
区
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
作
品
展
示
会

お知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせ
久 喜 市 役 所 ☎22－1111
菖蒲総合支所 ☎85－1111
栗橋総合支所 ☎53－1111
鷲宮総合支所 ☎58－1111

お
知
ら
せ

県
立
久
喜
特
別
支
援
学
校

第
2₈
回
い
ち
ょ
う
ま
つ
り

稲と
う

荷か

台だ
い

用
水
路
の

清
掃
活
動
を
実
施
し
ま
す

久
喜
看
護
専
門
学
校

看
護
学
生
募
集

不
法
投
棄
等
防
止
強
化
期
間

募
　
集

催
し
・
講
座



20広報  くき  2012（平成24年）.11

　

講
師
や
活
動
メ
ン
バ
ー
が
、
自

分
の
体
験
を
も
と
に
「
ど
の
こ
と

ば
を
話
す
、
ど
の
国
の
人
に
対
し

て
も
心
が
開
か
れ
て
ゆ
く
感
性
」

が
育
つ
環
境
な
ど
に
つ
い
て
、
楽

し
く
お
話
し
し
ま
す
。

日
程　

11
月
30
日
㈮　

10
時
～
12

時
／
12
月
１
日
㈯　

14
時
～
16
時

場
所　

久
喜
総
合
文
化
会
館

費
用　

無
料

そ
の
他　

託
児
有
り
（
無
料
／
要

予
約
）

後
援　

久
喜
市
、
久
喜
市
教
育
委

員
会
ほ
か

申
込
期
限　

開
催
日
前
日

申
込
方
法
・
問
合
せ　

電
話
ま
た

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
、
言
語
交

流
研
究
所
ヒ
ッ
ポ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク

ラ
ブ
（
☎
０
１
２
０
・
５
５
７
・

７
６
１
／http://w

w
w
.lexhippo.

gr.jp/

）
へ

�

～
久
喜
市
女ひ

と

と
男ひ

と

の
共
生
セ
ミ

ナ
ー
委
託
事
業
～　

　

男
女
の
区
別
な
く
、
障
が
い
の

有
無
に
関
わ
ら
ず
、
人
は
一
人
一

人
が
尊
重
さ
れ
、
そ
の
人
ら
し
く

生
き
ら
れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

講
演
会
を
通
じ
て
、
人
権
、
人

間
の
尊
厳
、
共
同
な
ど
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

12
月
5
日
㈬　

10
時
～
12
時

場
所　

中
央
公
民
館
視
聴
覚
室

テ
ー
マ　

「
私
・
あ
な
た
・
私
た

ち　

人
は
関
わ
り
の
な
か
で
育
つ
」

～
心
と
こ
と
ば
の
受
け
渡
し
～

※
手
話
通
訳
者
を
配
置
し
ま
す
。

講
師　

岩
川
直
樹
さ
ん
（
埼
玉
大

学
教
育
学
部
教
授
）

定
員　

70
人（
当
日
会
場
先
着
順
）

入
場
料　

無
料

企
画
運
営　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ハ
ロ
ー

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
・
タ
イ
ム
ほ

か
3
団
体

そ
の
他　

託
児
有
り
（
2
歳
以
上

の
未
就
学
児
／
開
催
日
の
1
週
間

前
ま
で
に
要
予
約
）

問
合
せ　

同
団
体　

進し
ん

藤ど
う

　
　
　
　

☎
23
・
６
０
０
２

～
読
み
語
り
は
「
愛
の
時
間
」
で

す
～

　

元
ア
リ
ス
館
編
集
長
の
後う

し

路ろ

好よ
し

章あ
き

さ
ん
が
絵
本
の
楽
し
さ
を
語
り

ま
す
。

日
時　

11
月
29
日
㈭　

９
時
40
分

開
場
／
10
時
～
12
時　

場
所　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
久
喜

３
階

※�

駐
車
場
に
限
り
が
あ
る
た
め
、

な
る
べ
く
公
共
交
通
機
関
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

講
師　

後
路
好
章
さ
ん
（
元
ア
リ

ス
館
編
集
長
）

※�

研
究
書
「
絵
本
か
ら
擬
音
語
擬

態
語
ぷ
ち
ぷ
ち
ぽ
ー
ん
」
、
絵

本
「
う
ま
れ
る
よ　

う
ま
れ
る

よ
」
な
ど
多
数
出
版

対
象　

絵
本
に
関
心
の
あ
る
方

（
赤
ち
ゃ
ん
も
一
緒
に
入
場
可
）

定
員　

50
人
（
申
込
順
）

費
用　

無
料

そ
の
他　

託
児
有
り
（
15
人
／
予

約
順
）

※�

１
人
２
０
０
円
（
２
人
目
以

降
、
１
人
１
０
０
円
）

主
催　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
育
て
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
た
ん
ぽ
ぽ

申
込
開
始　

11
月
11
日
㈰　

10
時

申
込
方
法
・
問
合
せ　

電
話
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
氏ふ

り

名が
な

・
連
絡
先
を
明

記
）
で
、子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・

久
喜
ん
こ　

庄し
ょ
う

司じ

（
☎
０
８
０
・

５
６
８
４
・
８
３
１
１
）
ま
た
は

岡お
か

安や
す

（
FAX�
22
・
３
８
４
３
）
へ

※�

こ
の
事
業
は
２
０
１
２
年
中
央

ろ
う
き
ん
助
成
事
業
で
す
。

日
時　

12
月
９
日
㈰　

受
け
付
け

９
時
45
分
／
10
時
～
12
時

場
所　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
久
喜

３
階

※�

駐
車
場
に
限
り
が
あ
る
た
め
、

な
る
べ
く
公
共
交
通
機
関
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

内
容　

子
ど
も
の
心
の
発
達
や
家

族
・
周
囲
の
大
人
の
関
わ
り
方

講
師　

秋あ
き

山や
ま

邦く
に

久ひ
さ

さ
ん
（
常
磐
大

学
大
学
院
准
教
授
／
臨
床
心
理
士
）

対
象　

子
ど
も
の
こ
と
を
も
っ
と

知
り
た
い
方
（
赤
ち
ゃ
ん
も
一
緒

に
入
場
可
）

定
員　

１
０
０
人
（
申
込
順
）

費
用　

１
０
０
円

申
込
開
始　

11
月
11
日
㈰　

10
時

そ
の
他　

託
児
有
り
（
20
人
／
予

約
順
）

申
込
方
法
・
問
合
せ　

電
話
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
氏ふ

り

名が
な

・
連
絡
先
を
明

記
）
で
、子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・

久
喜
ん
こ　

金か
な

井い

（
☎
０
９
０
・

２
４
３
２
・
１
３
６
５
）
ま
た
は

岡お
か

安や
す

（
FAX�

22
・
３
８
４
３
）
へ

※
こ
の
講
演
会
は
市
と
子
育
て
ネ
ッ

　

�

ト
ワ
ー
ク
・
久
喜
ん
こ
の
協
働

事
業
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

日
時　

11
月
14
日
㈬〔
県
民
の
日
〕

13
時
～
16
時
30
分

場
所　

県
農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

園
芸
研
究
所
（
六
万
部
91
）

内
容　

野
菜
・
果
樹
の
栽
培
、
花

の
育
種
、病
害
虫
、土
壌
肥
料
に
関

す
る
研
究
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

※�

詳
細
は
、
同
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム

ぺ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

申
込
み　

不
要

問
合
せ　

同
研
究
所

　
　
　
　

☎
21
・
１
１
１
３

岩い
わ

川か
わ

直な
お

樹き

さ
ん
講
演
会

子
育
て
講
演
会

県
農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

園
芸
研
究
所
公
開
講
座

手
こ
の
マ
ー
ク
の
記
載
が
あ
る
事
業
は
、
手
話
通
訳
者
の
派
遣
が
可
能
な
事
業
で
す
。
派
遣
を
希
望
す
る
方
は
各
事
業
実
施
日
の
10
日
前
ま
で
に
、
事
業
等
の
担
当
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

久
喜H

ヒ

ッ

ポ

ippo

20
周
年

記
念
講
演
会

「
７
ヵ
国
語
で
話
そ
う
。」

講
演
会
「
絵
本
で

楽
し
い
子
育
て
」

岩川直樹さん

手

手
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～
サ
ン
タ
の
手
紙
事
業
～

　

久
喜
の
サ
ン
タ
さ
ん
へ
お
手
紙

を
書
く
と
、
サ
ン
タ
さ
ん
か
ら
、

す
て
き
な
手
作
り
の
ク
リ
ス
マ
ス

カ
ー
ド
が
届
き
ま
す
。

対
象　

小
学
生
以
下
の
市
内
在
住
者

定
員　

60
人
（
申
込
順
）

申
込
期
間　

11
月
12
日
㈪
～
22
日
㈭

申
込
方
法　

久
喜
市
社
会
福
祉
協

議
会
（
〒
３
４
６

－

０
０
１
１

久
喜
市
青
毛
７
５
３
の
１
／
☎
23
・

２
５
２
６
）
へ
保
護
者
が
事
前
に

電
話
で
申
し
込
み
、
２
０
０
円
分

の
切
手
を
同
封
の
上
、
手
紙
を
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

同
協
議
会

　
　
　
　

☎
23
・
２
５
２
６

～
久
喜
市
女ひ

と

と
男ひ

と

の
共
生
セ
ミ

ナ
ー
委
託
事
業
～

　

男
女
共
同
参
画
に
は
、
夫
婦
に

よ
る
家
族
形
成
や
子
育
て
も
含
ま

れ
る
と
い
え
ま
す
。
家
族
で
思
い

出
を
語
り
な
が
ら
、
ア
ル
バ
ム
を

作
り
ま
せ
ん
か
。

日
時　

12
月
１
日
㈯　

10
時
～
12
時

場
所　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
久
喜

３
階
会
議
室
１
・
２

講
師　

池い
け

澤ざ
わ

信の
ぶ

子こ

さ
ん（
保
育
士
）

定
員　

30
人
（
子
ど
も
含
む
）

費
用　

１
家
族
３
０
０
円
（
材
料

費
含
む
）

企
画
運
営
・
問
合
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
子
育
て
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
た
ん
ぽ

ぽ　

内う
つ
み海　

☎
21
・
８
８
２
５

　

普
段
何
げ
な
く
感
じ
て
い
る
こ

と
を
お
し
ゃ
べ
り
し
ま
せ
ん
か
。

「
自
分
だ
け
じ
ゃ
な
い
」
と
思
え

る
こ
と
で
、
日
頃
の
悩
み
も
和
ら

ぎ
ま
す
。

日
時　

11
月
16
日
㈮　

10
時
～
12
時

場
所　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
久
喜

３
階
会
議
室
４

定
員　

15
人
（
申
込
順
）

費
用　

１
０
０
円

そ
の
他　

託
児
有
り
（
10
人
／
予

約
順
）

※�

１
人
２
０
０
円
（
２
人
目
以

　

降
、
１
人
１
０
０
円
）

申
込
締
切　

11
月
15
日
㈭

申
込
方
法
・
問
合
せ　

電
話
で
、

子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
久
喜
ん

こ　

宮み
や

澤ざ
わ

（
☎
０
９
０
・
９
１
３

３
・
１
８
９
４
）
ま
た
は
前ま

え

原は
ら

（
☎

０
９
０
・
２
８
９
７
・
３
８
９

８
）
へ

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
子
の
絆
を

深
め
、
同
じ
境
遇
に
あ
る
仲
間
と

交
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

12
月
９
日
㈰　

11
時
～
14
時

場
所　

Ｗウ

ィ

ズ

ユ

ー

ｉ
ｔ
ｈ
Ｙ
ｏ
ｕ
さ
い
た

ま
（
埼
玉
県
男
女
共
同
参
画
推
進

セ
ン
タ
ー
／
さ
い
た
ま
市
中
央
区

新
都
心
２
の
２
）

内
容　

昼
食
（
軽
食
と
ケ
ー
キ
）、

シ
ョ
ー
、
ゲ
ー
ム
な
ど

対
象　

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
子

定
員　

80
組（
超
え
た
場
合
抽
選
）

費
用　

大
人
５
０
０
円
／
子
ど
も

３
０
０
円

申
込
期
限　

11
月
20
日
㈫　

必
着

申
込
方
法
・
問
合
せ　

往
復
は
が

き
（
一
家
族
一
葉
）
に
「
ク
リ
ス

マ
ス
会
希
望
」・
郵
便
番
号
・
住

所
・
氏ふ

り

名が
な

（
親
子
と
も
）・
年
齢

（
子
）・
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、

㈶
埼
玉
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

（
〒
３
３
０

－

０
８
４
３　

さ
い

た
ま
市
大
宮
区
吉
敷
町
１
の
１
２

４　

埼
玉
県
大
宮
合
同
庁
舎
内　

☎
０
４
８
・
６
４
５
・
７
８
８

６
）
へ

～
県
民
の
日
協
賛
行
事
～

　

下
水
道
施
設
の
見
学
を
し
な
が

ら
ス
タ
ン
プ
を
集
め
、
ク
イ
ズ
に

答
え
る
と
景
品
が
も
ら
え
ま
す
。

日
時　

11
月
11
日
㈰　

10
時
～
15
時

場
所　

古
利
根
川
水
循
環
セ
ン
タ
ー

（
吉
羽
７
７
２
の
１
）

申
込
み　

不
要
（
直
接
お
越
し
く

だ
さ
い
。）

問
合
せ　
（
公
財
）
埼
玉
県
下
水

道
公
社
古
利
根
川
支
社　

☎
22
・

３
８
１
９

日
時　

11
月
23
日
㈷　

10
時
～
15

時
（
午
前
の
み
雨
天
決
行
）

※�

都
合
の
良
い
時
間
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

場
所　

県
立
久
喜
特
別
支
援
学
校

（
上
清
久
１
１
０
０
）

内
容　

活
動
紹
介
、
ゲ
ー
ム
、
工

作
等

※�

入
隊
説
明
会
も
随
時
実
施
し
て

い
ま
す
。

対
象　

市
内
在
学
の
小
学
生
と
そ

の
家
族

費
用　

無
料

申
込
み　

不
要

そ
の
他　

昼
食
は
用
意
し
ま
す
。

問
合
せ　

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
久
喜

団　

高た
か
ぎ木　

☎
22
・
８
０
０
０

　

誰
で
も
気
軽
に
楽
し
め
る
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
を
紹
介
し
ま
す
。

日
時　

11
月
17
日
㈯　

９
時
30
分

～
11
時
30
分

場
所　

鷲
宮
体
育
セ
ン
タ
ー

内
容　

フ
ロ
ア
ー
カ
ー
リ
ン
グ
、

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
ほ
か

講
師　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

対
象　

ど
な
た
で
も

費
用　

無
料

持
物　

上
履
き
、
運
動
の
で
き
る

服
装
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

申
込
み　

不
要

問
合
せ　

鷲
宮
温
水
プ
ー
ル

　
　
　
　

☎
59
・
２
２
８
８

ひ
と
り
親
家
庭
・
親
子

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ

「
ク
リ
ス
マ
ス
会
」

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室

サ
ン
タ
さ
ん
へ
の
お
手
紙

お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン

久
喜
ん
こ

下
水
道
水
循
環
セ
ン
タ
ー

探
検
ツ
ア
ー

家
族
の
思
い
出
の

ア
ル
バ
ム
を
作
ろ
う

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
１
日
体
験
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ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
や
音
楽
に
合

わ
せ
た
簡
単
で
楽
し
い
リ
ズ
ム
体

操
を
一
緒
に
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程　

①
11
月
22
日
㈭
・
29
日
㈭

②
11
月
30
日
㈮
、
12
月
７
日
㈮

各
10
時
15
分
～
11
時
45
分

場
所　

①
鷲
宮
西
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
（
お
お
と
り
）　

②
鷲

宮
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
さ
く
ら
）

対
象　

ど
な
た
で
も

費
用　

無
料

持
物　

上
履
き
、
運
動
の
で
き
る

服
装
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

主
催　

鷲
宮
健
康
リ
ズ
ム
体
操
連
盟

申
込
み
・
問
合
せ　

同
連
盟　

野の

中な
か　

☎
58
・
２
１
５
６
／
古ふ

る

川か
わ

☎
58
・
３
１
８
９

日
時　

12
月
５
日
㈬　

午
前
の
部

９
時
～
11
時
／
午
後
の
部　

13
時

～
15
時

場
所　

総
合
第
１
体
育
館
多
目
的

ホ
ー
ル

対
象　

市
内
在
住
の
ス
ポ
ー
ツ
吹

き
矢
初
心
者

定
員　

各
15
人
（
申
込
順
）

申
込
期
間　

11
月
11
日
㈰
～
25
日
㈰

申
込
方
法
・
問
合
せ　

は
が
き
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
住
所
・
氏ふ

り
が
な名
・

希
望
時
間
帯
・
電
話
番
号
を
明
記

の
上
、
久
喜
吹
き
矢
ク
ラ
ブ　

菅す
が

原わ
ら

（
〒
３
４
６

－

０
０
０
７　

久

喜
市
久
喜
北
２
の
16
の
14
／
☎
＆

FAX�

22
・
８
６
１
７
）
へ

～
パ
ン
の
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作

り
～

日
時　

11
月
28
日
㈬　

①
10
時
～

11
時
30
分　

②
10
時
30
分
～
12
時

場
所　

鷲
宮
公
民
館
調
理
室

対
象　

市
内
在
住
で
子
育
て
中
の

保
護
者

定
員　

各
６
人
（
申
込
順
）

費
用　

３
５
０
円�

※
託
児
有
り
（
無
料
）

持
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん

そ
の
他　

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
は

食
べ
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
長
期
保
存

で
き
ま
す
。

申
込
期
間　

11
月
12
日
㈪
～
14
日

㈬　

�

10
時
～
12
時

申
込
み
・
問
合
せ　

子
育
て
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
「
ハ
ッ
ピ
ー
！
」
イ
ベ

ン
ト
専
用
電
話　

☎
０
８
０
・
６

６
７
３
・
６
２
０
４

※�

こ
の
講
座
は
市
と
子
育
て
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク｢

ハ
ッ
ピ
ー
！｣

の
協

働
事
業
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

　

生
活
に
潤
い
を
与
え
て
く
れ
る

は
ず
の
犬
も
、
し
つ
け
方
や
飼
い

方
に
よ
っ
て
は
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因

と
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
こ
の
教

室
で
犬
を
飼
う
た
め
の
正
し
い
知

識
と
マ
ナ
ー
を
身
に
付
け
ま
し
ょ

う
。

日
時　

11
月
23
日
㈷　

10
時
～
11

時
30
分

場
所　

菖
蒲
総
合
支
所
正
面
玄
関
前

講
師　

小こ

佐さ

野の

惠け
い

司じ

さ
ん
（
小
佐

野
愛
犬
警
察
犬
訓
練
所
代
表
）

対
象　

市
内
在
住
者

※
犬
の
同
伴
可

定
員　

10
人
（
申
込
順
）

費
用　

無
料

申
込
開
始　

11
月
12
日
㈪

申
込
み
・
問
合
せ　

菖
蒲
総
合
支

所
環
境
経
済
課
（
内
線
２
５
０
）

日
程　

①
視
覚
障
が
い
者
「
入
門

コ
ー
ス
Ⅰ
」
＆
「
入
門
コ
ー
ス
Ⅱ
」

11
月
20
日
・
27
日
、
12
月
４
日
・

11
日　

各
火
曜
日　

全
４
回　

13

時
～
16
時　

②
上
肢
機
能
障
が
い

者
「
入
門
コ
ー
ス
Ⅰ
」
＆
「
入
門

コ
ー
ス
Ⅱ
」　

11
月
17
日
、
12
月

1
日
・
8
日
・
15
日　

各
土
曜
日

全
４
回　

13
時
～
16
時

場
所　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
久
喜

２
階
パ
ソ
コ
ン
室

対
象　

市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の

重
度
視
覚
障
が
い
者
・
重
度
上
肢

機
能
障
が
い
者
（
た
だ
し
、
自
力

で
参
加
で
き
る
方
）

※�

「
入
門
コ
ー
ス
Ⅰ
」
は
初
め
て

パ
ソ
コ
ン
に
触
れ
る
方
、
「
入

門
コ
ー
ス
Ⅱ
」
は
少
し
だ
け
パ

ソ
コ
ン
を
体
験
し
た
こ
と
の
あ

る
方

定
員　

①
②
と
も
各
３
人
（
超
え

た
場
合
抽
選
）

費
用　

テ
キ
ス
ト
代
実
費
負
担

申
込
期
限　

11
月
13
日
㈫

申
込
方
法
・
問
合
せ　

電
話
で
、

障
が
い
者
福
祉
課
障
が
い
者
福
祉

係
（
内
線
３
２
４
２
）
へ

そ
の
他　

受
講
の
可
否
に
つ
い
て

は
、
直
接
本
人
に
通
知
し
ま
す
。

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
母
等
の
自
立

促
進
に
向
け
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
を

開
催
し
ま
す
。

　

就
業
に
必
要
な
技
能
を
習
得

し
、
就
職
活
動
を
充
実
さ
せ
ま
せ

ん
か
。

日
程　

12
月
15
日
㈯
・
16
日
㈰

全
２
回　

各
10
時
～
16
時

場
所　

Ｗウ

ィ

ズ

ユ

ー

ｉ
ｔ
ｈ
Ｙ
ｏ
ｕ
さ
い
た

ま
（
埼
玉
県
男
女
共
同
参
画
推
進

セ
ン
タ
ー
／
さ
い
た
ま
市
中
央
区

新
都
心
２
の
２
）

内
容　

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
入
門

対
象　

ひ
と
り
親
家
庭
の
母
ま
た

は
寡
婦

定
員　

25
人（
超
え
た
場
合
抽
選
）

費
用　

無
料

申
込
期
限　

12
月
３
日
㈪　

必
着

申
込
方
法
・
問
合
せ　

往
復
は
が

き
（
一
人
一
葉
）
に
「
パ
ソ
コ
ン

教
室
（
第
６
回
休
日
コ
ー
ス
）」・

郵
便
番
号
・
住
所
・
氏ふ

り
が
な名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
㈶
埼
玉

県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
（
〒
３

３
０

－

０
８
４
３　

さ
い
た
ま
市

大
宮
区
吉
敷
町
１
の
１
２
４　

埼

玉
県
大
宮
合
同
庁
舎
内　

☎
０
４

８
・
６
４
５
・
７
８
８
６
）
へ

～
大
切
な
命
！　

あ
な
た
の
手
で
～

　

応
急
手
当
に
関
す
る
知
識
と
技

術
を
こ
の
機
会
に
習
得
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
市
民
が
行
う
応
急
処
置

と
し
て
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）
が
使
用
で
き
ま
す
。

日
時　

11
月
25
日
㈰　

９
時
～
12
時

場
所　

栗
橋
文
化
会
館（
イ
リ
ス
）

第
１
会
議
室

対
象　

中
学
生
以
上
の
市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
者

定
員　

30
人
（
申
込
順
）

※�

定
員
に
満
た
な
い
場
合
、
当
日

申
し
込
み
も
可

費
用　

無
料

申
込
開
始　

11
月
11
日
㈰　

９
時

申
込
方
法
・
問
合
せ　

直
接
ま
た

は
電
話
で
、
久
喜
地
区
消
防
組
合

久
喜
消
防
署
栗
橋
分
署
（
☎
52
・

２
１
１
９
）
へ

※�

講
習
終
了
後
、
「
普
通
救
命
講

習
修
了
証
」
を
交
付
し
ま
す
。

マ
マ
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
講
座

犬
の
し
つ
け
方
教
室

障
が
い
者
パ
ソ
コ
ン
講
座

普
通
救
命
講
習

健
康
リ
ズ
ム
体
操

初
心
者
講
習
会

健
康
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢

体
験
教
室

ひ
と
り
親
家
庭
の
母
等
の

パ
ソ
コ
ン
教
室
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◆
第
14
回
し
み
ん
農
園
久
喜
収
穫
祭

日
時　

11
月
24
日
㈯　

９
時
～
13

時
30
分

場
所　

し
み
ん
農
園
久
喜
（
緑
風

館
）

内
容　

農
園
利
用
者
が
収
穫
し
た

農
産
物
の
品
評
会
、
う
ど
ん
・
そ

ば
・
も
ち
等
の
各
種
模
擬
店

主
催　

し
み
ん
農
園
久
喜
収
穫
祭

実
行
委
員
会

問
合
せ　

同
委
員
会
事
務
局
（
農

業
振
興
課
内
／
内
線
２
８
６
３
）

◆
医
師
会
に
よ
る
講
演

日
時　

11
月
15
日
㈭　

13
時
～
14
時

内
容　

骨
粗
し
ょ
う
症
に
つ
い
て

講
師　

黒く
ろ

巣す

恵え

美み

さ
ん
（
よ
し
ば

診
療
所
院
長
）

◆
健
康
体
操

日
時　

11
月
20
日
㈫　

13
時
～
14
時

内
容　

「
サ
プ
ナ
21
健
康
体
操
久

喜
」
に
よ
る
健
康
体
操

◆
健
康
相
談

日
時　

11
月
21
日
㈬　

13
時
30
分

～
15
時

内
容　

保
健
師
に
よ
る
血
圧
測
定
・

尿
検
査
、
健
康
相
談

◆
い
き
い
き
温
泉
久
喜
ま
つ
り

日
時　

11
月
26
日
㈪　

10
時
～
15
時

内
容　

利
用
者
に
よ
る
カ
ラ
オ
ケ

の
発
表
会

◆
パ
ド
ル
健
康
体
操

日
時　

11
月
28
日
㈬　

10
時
～
11
時

内
容　

パ
ド
ル
と
い
う
道
具
を
使
っ

た
健
康
体
操

講
師　

小こ
ば
や
し林
靖や

す
こ子
さ
ん

◆
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
会

日
時　

11
月
28
日
㈬　

13
時
30
分

～
14
時
30
分

演
奏
者　

久
喜
は
ー
も
に
ー
ひ
び
き

︱
中
央
公
民
館
︱☎21

・
１
５
５
０

◆ 

久
喜
市
公
民
館
連
絡
協
議
会
事

業
「
人
権
講
座
」

日
時　

11
月
30
日
㈮　

10
時
～
11

時
30
分

場
所　

鷲
宮
公
民
館
大
ホ
ー
ル

※
手
話
通
訳
者
を
配
置
し
ま
す
。

内
容　

講
演
「
身
近
な
人
権
に
つ

い
て
」
（
予
定
）

講
師　

県
人
権
推
進
課
講
師

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

費
用　

無
料

定
員　

１
０
０
人
（
当
日
会
場
先

着
順
）

︱
東
公
民
館
︱☎

21
・
８
０
３
０

◆
親
子
料
理
教
室

～
ク
ッ
キ
ー
作
り
～

日
時　

12
月
2
日
㈰　

９
時
30
分

～
12
時

場
所　

２
階
調
理
実
習
室

内
容　

親
子
で
チ
ョ
コ
チ
ッ
プ
ク
ッ

キ
ー
、
型
抜
き
ク
ッ
キ
ー
を
作
る

講
師　

氏う
じ
い
え家
紀の

り
こ子
さ
ん

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
者
で
５

歳
以
上
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

定
員　

10
組（
超
え
た
場
合
抽
選
）

費
用　

５
０
０
円
程
度（
材
料
費
）

持
物　

上
履
き
（
子
ど
も
の
み
）

申
込
期
限　

11
月
24
日
㈯　

必
着

申
込
方
法　

直
接
ま
た
は
往
復
は

が
き
（
一
人
一
葉
）
、
Ｅ
メ
ー
ル

で
、「
親
子
料
理
教
室
」・
住
所
・

氏ふ
り
が
な名
・
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、

東
公
民
館
（
〒
３
４
６

－

０
０
１

６　

久
喜
市
東
1
の
27
の
20
／
Ｅ

メ
ー
ルkukihigashi-kom

ink
an@
city.kuki.lg.jp

）
へ

︱
栗
橋
公
民
館
︱☎52

・
０
０
６
１

◆
陶
芸
教
室

日
程　

12
月
12
日
、
平
成
25
年
１

月
９
日
・
23
日
、
２
月
６
日
・
20

日　

各
水
曜
日　

全
５
回　

13
時

30
分
～
17
時

場
所　

栗
橋
文
化
会
館（
イ
リ
ス
）

２
階
工
作
室

内
容　

花
入
れ
を
作
る

講
師　

津つ

久く

井い

晃あ
き
ら

さ
ん
（
陶と

う
ゆ
う悠
ク

ラ
ブ
）

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
者

定
員　

25
人（
超
え
た
場
合
抽
選
）

費
用　

１
２
０
０
円

持
物　

汚
れ
て
も
よ
い
服
装

申
込
期
限　

11
月
20
日
㈫　

消
印

有
効

申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
、「
陶

芸
教
室
」・
氏ふ

り

名が
な

・
住
所
・
電
話

番
号
を
明
記
の
上
、
栗
橋
公
民
館

（
〒
３
４
９

－

１
１
０
２　

久
喜

市
栗
橋
中
央
２
の
７
の
１
）
へ

◆
も
ち
つ
き
大
会

日
時　

12
月
２
日
㈰　

10
時

定
員　

１
０
０
人
（
申
込
順
）

費
用　

１
０
０
円

申
込
開
始　

11
月
18
日
㈰　

９
時

◆
ク
リ
ス
マ
ス
会

日
程　

①
12
月
13
日
㈭　

10
時

②
12
月
15
日
㈯　

14
時

対
象　

①
幼
児
と
そ
の
保
護
者

②
小
学
生
（
幼
児
と
そ
の
保
護
者

も
可
）

費
用　

３
０
０
円

申
込
期
間　

11
月
18
日
㈰　

９
時
～

12
月
２
日
㈰

︻
共
通
︼

申
込
方
法　

費
用
を
添
え
て
、
児

童
セ
ン
タ
ー
へ

◆
児
童
館
ま
つ
り

日
時　

11
月
14
日
㈬〔
県
民
の
日
〕

10
時
～
12
時

内
容　

ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
、輪
投
げ
、

お
話
会
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
等

◆
ミ
ニ
お
は
な
し
タ
イ
ム

日
時　

11
月
20
日
㈫　

11
時
～
11

時
15
分

内
容　

紙
人
形
劇
「
ど
ん
ぐ
り
こ

ろ
こ
ろ
」
ほ
か

対
象　

幼
児
と
そ
の
保
護
者

◆
の
び
の
び
タ
イ
ム

日
時　

11
月
20
日
㈫　

11
時
15
分

～
12
時

内
容　

体
位
測
定
な
ど

対
象　

幼
児
と
そ
の
保
護
者

◆
プ
チ
ラ
ン
ド

日
時　

11
月
21
日
㈬　

11
時
～
11

時
30
分

内
容　

よ
む
よ
む
の
お
話
会

対
象　

幼
児
と
そ
の
保
護
者

︱
中
央
図
書
館
︱☎21

・
０
１
１
４

◆
名
作
映
画
会

日
時　

11
月
17
日
㈯　

13
時
30
分

内
容　

「
紳
士
同
盟
」
１
０
９
分

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　

栗
橋
文
化
会
館
図
書
室
は
、

「
や
さ
し
さ
・
と
き
め
き
祭
り
」

の
開
催
に
伴
い
、
11
月
18
日
㈰
は

臨
時
休
館
し
ま
す
。

休
館
の
お
知
ら
せ

　

中
央
図
書
館
は
、
特
別
整
理
等

の
た
め
、
11
月
26
日
㈪
か
ら
12
月

４
日
㈫
ま
で
休
館
し
ま
す
。
こ
の

間
、東
・
西
の
両
公
民
館
図
書
室
で

も
本
の
貸
し
出
し
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
中
央
図
書
館
所
蔵
の
図

書
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
予
約
も
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

児
童
セ
ン
タ
ー

☎
21
・
８
１
８
１

鷲
宮
児
童
館

☎
58
・
７
０
５
４

し
み
ん
農
園
久
喜

緑
風
館 公

共
施
設
の
催
し

公
民
館

市
立
図
書
館

い
き
い
き
温
泉
久
喜

☎
22
・
７
９
３
３
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︱
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
︱

☎
21
・
５
３
５
４

◆
₁
マ
マ
の
ふ
わ
ふ
わ
シ
フ
ォ
ン

　

ケ
ー
キ
ク
ッ
キ
ン
グ

日
時　

11
月
29
日
㈭　

９
時
30
分

～
11
時
30
分

場
所　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　

米
粉
の
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ

作
り

対
象　

乳
幼
児
を
持
つ
親

定
員　

15
人
（
申
込
順
）

費
用　

１
人
２
０
０
円（
材
料
費
）

持
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、

ふ
き
ん
（
タ
オ
ル
）
１
枚

共
催　

久
喜
市
食
生
活
改
善
推
進

員
協
議
会
久
喜
支
部
、
久
喜
市
久

喜
母
子
愛
育
会

そ
の
他　

託
児
有
り

◆ 

₂
け
ん
こ
う
大
学
「
ボ
デ
ィ
バ

ラ
ン
ス
講
座
in
久
喜
」

　

脳
卒
中（
脳
出
血
や
脳
梗
塞
等
）

の
予
防
に
着
目
し
た
総
合
健
康
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

日
程　

12
月
３
日
㈪　

13
時
30
分

～
15
時
／
12
月
７
日
㈮
・
10
日
㈪

各
13
時
30
分
～
15
時
／
12
月
12
日
㈬

10
時
～
12
時
30
分
／
12
月
17
日
㈪

14
時
～
15
時
30
分
／
12
月
20
日
㈭

13
時
30
分
～
15
時
30
分　

全
６
回

場
所　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　

運
動
実
践
、
講
話
、
調
理

実
習
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど

対
象　

市
内
在
住
者
で
全
６
回
参

加
で
き
る
方

定
員　

30
人
（
申
込
順
）

持
物　

筆
記
用
具
、
運
動
し
や
す

い
服
装
、
室
内
用
運
動
靴
な
ど

︻
₁
・
₂
共
通
︼

申
込
開
始　

11
月
12
日
㈪　

９
時

申
込
方
法　

直
接
ま
た
は
電
話
で
、

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

︱
栗
橋
保
健
セ
ン
タ
ー
︱

☎
52
・
５
５
７
７

◆
㋐
お
口
と
身
体
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア

～
歯
周
病
チ
ェ
ッ
ク
と
け
ん
こ
う

測
定
会
～

日
時　

11
月
29
日
㈭　

９
時
30
分

～
11
時
30
分

場
所　

栗
橋
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　

①
歯
科
検
診
、個
別
相
談
、

歯
周
病
予
防
の
講
話
と
ブ
ラ
ッ
シ

ン
グ
指
導　

②
け
ん
こ
う
測
定
会

（
骨
密
度
測
定
、
体
組
成
測
定
）

対
象　

お
お
む
ね
40
歳
以
上
の
市

内
在
住
者

定
員　

①
15
人　

②
30
人
（
申
込

順
）

費
用　

無
料

持
物　

タ
オ
ル
、
ハ
ブ
ラ
シ
（
①

の
み
）

そ
の
他　

①
・
②
両
方
参
加
可

◆
㋑
簡
単
！　

筋
力
ア
ッ
プ
教
室

　

筋
力
を
つ
け
て
脂
肪
の
つ
き
に

く
い
身
体
を
つ
く
り
、
メ
タ
ボ
を

予
防
・
改
善
し
ま
し
ょ
う
！

日
程　

12
月
３
日
・
10
日
・
17
日
、

平
成
25
年
１
月
７
日
・
21
日
・
28

日
、２
月
４
日
・
18
日　

各
月
曜
日

全
８
回　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所　

栗
橋
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　

体
組
成
測
定
、
体
力
測
定
、

講
話
、
運
動
実
践
な
ど

対
象　

お
お
む
ね
40
歳
以
上
の
市

内
在
住
者
で
、運
動
制
限
が
な
い
方

定
員　

25
人
（
申
込
順
）

持
物　

筆
記
用
具
、
運
動
の
で
き

る
服
装
、
汗
拭
き
タ
オ
ル
な
ど

︻
㋐
・
㋑
共
通
︼

申
込
開
始　

11
月
12
日
㈪

申
込
方
法　

直
接
ま
た
は
電
話
で
、

栗
橋
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

︱
鷲
宮
保
健
セ
ン
タ
ー
︱

☎
58
・
８
５
２
１

◆
み
ん
な
で
作
ろ
う
！　

エ
ン

　

ジ
ョ
イ
ク
ッ
キ
ン
グ

 

～
低
栄
養
に
注
意
！　

考
え
よ
う
、

シ
ニ
ア
世
代
の
元
気
食
～

日
時　

12
月
6
日
㈭　

９
時
30
分

～
13
時

場
所　

鷲
宮
公
民
館
実
習
室

内
容　

講
義
「
高
齢
者
に
多
い
低

栄
養
を
防
ぐ
食
事
に
つ
い
て
」
、

調
理
実
習
（
豆
腐
バ
ー
グ
、
カ
ボ

チ
ャ
の
ス
ー
プ
、
旬
の
野
菜
の
あ

え
物
、
デ
ザ
ー
ト
）

講
師　

久
喜
市
食
生
活
改
善
推
進

員
協
議
会

対
象　

市
内
在
住
者

定
員　

30
人
（
申
込
順
）

費
用　

１
人
２
０
０
円

※
当
日
集
金
し
ま
す
。

持
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、

ふ
き
ん
、
筆
記
用
具

申
込
期
間　

11
月
13
日
㈫
～
30
日
㈮

申
込
方
法　

直
接
ま
た
は
電
話
で
、

鷲
宮
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

保
健
セ
ン
タ
ー

︻
相
談
事
例
︼

　

電
話
で
、「
今
よ
り
お
安
く
な

り
ま
す
！
」
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

接
続
サ
ー
ビ
ス
の
勧
誘
を
受
け
、

契
約
す
る
こ
と
に
し
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
番
号
を
伝
え
た
。
し
か

し
、
大
手
電
話
会
社
か
ら
で
は
な

く
代
理
店
か
ら
の
勧
誘
で
あ
る
こ

と
が
分
か
り
、
す
ぐ
に
解
約
を
申

し
出
た
。
す
る
と
、
解
約
料
と
し

て
４
万
円
を
請
求
さ
れ
た
。
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号
が
伝
わ
っ
て

い
る
の
で
心
配
だ
。

︻
ポ
イ
ン
ト
︼

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ

ス
の
勧
誘
は
、
大
手
電
気
通
信
会

社
を
名
乗
っ
て
い
て
も
、
勧
誘
し

て
い
る
の
は
代
理
店
で
あ
る
こ
と

が
大
半
で
す
。
こ
の
代
理
店
に
よ

る
し
つ
こ
い
勧
誘
や
、
虚
偽
の
説

明
で
契
約
を
迫
ら
れ
た
な
ど
と
い

う
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ

ス
の
回
線
や
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
は
多

様
で
複
雑
な
仕
組
み
に
な
っ
て
い

ま
す
。ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め
に
、

契
約
内
容
を
十
分
に
理
解
し
た
上

で
申
し
込
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
中
途
解
約
す
る
際
は
高

額
な
解
約
料
が
生
じ
る
場
合
も
あ

る
の
で
、
契
約
前
に
必
ず
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

︻
ア
ド
バ
イ
ス
︼

①
勧
誘
し
て
い
る
業
者
名
と
連
絡

先
を
必
ず
確
認
す
る
と
と
も
に
、

回
線
の
種
類
・
プ
ラ
ン
名
・
サ
ー

ビ
ス
内
容
・
代
金
・
解
約
料
・
通

信
接
続
状
況
な
ど
を
じ
っ
く
り
検

討
し
た
上
で
申
し
込
む
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

②
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号
は
場

合
に
よ
っ
て
は
個
人
情
報
と
な
り
、

不
要
な
ト
ラ
ブ
ル
を
引
き
起
こ
す

懸
念
も
あ
る
の
で
、
安
易
に
答
え

ず
慎
重
な
管
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ

ス
の
契
約
は
、
特
定
商
取
引
法
の

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
対
象
に
は

な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
接
続
前

で
あ
れ
ば
取
り
消
し
が
可
能
な
場

合
も
あ
り
、
接
続
後
で
も
勧
誘
時

の
説
明
に
問
題
が
あ
っ
た
場
合
は

解
約
交
渉
の
余
地
が
あ
り
ま
す
。

困
っ
た
と
き
は
次
の
窓
口
へ

県
消
費
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
春
日
部

☎
０
４
８
・
７
３
４
・
０
９
９
９

※
月
～
金
曜
日
９
時
30
分
～
16
時

市
消
費
生
活
相
談
室　

25
ペ
ー
ジ

の
無
料
相
談
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

生
活
安
全
課
市
民
生

活
・
青
少
年
係
（
内
線
２
６
３
３
）

　

  

慎
重
に
契
約
を
！

　

  

～
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ
ス
～

  

くらしの
110番
情報
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● 無　料　相　談

交通事故発生状況　９月　※（　）内は平成24年の累計　

人　身　事　故 物損事故

件数 死者数 重傷者数 軽傷者数 件数

51
（455）

1
（4）

5
（49）

52
（492）

289
（2,329）

※上記は速報数値のため後日変更になる場合があります。

火災・救急統計速報　９月　※（　）内は平成24年の累計　

建　物 3（29） 急　病 277（2,880）

車両・船舶 2（ 6） 交　通 62（ 527）

その他 1（28） その他 166（1,521）

火災件数 6（63） 救急件数 505（4,928）

内　　　容 日　　　時 場　　　所 申込み・問合せ

人権相談・女性相談
【要予約】前日まで

11月15日㈭
13時30分～15時30分

栗橋総合支所２階
応接室

栗橋総合支所総務管理課
☎53－1111（内線322）

11月21日㈬
13時～15時

農業者トレーニングセンター
後継者対策室、和室

菖蒲総合支所総務管理課
☎85－1111（内線215）

11月26日㈪
10時～12時

鷲宮総合支所４階
405会議室

鷲宮総合支所総務管理課
☎58－1111（内線318）

12月10日㈪
13時～16時

久喜総合文化会館
会議室、研修室１・２

人権推進課人権推進係
（内線2321）

女性の悩み
（カウンセリング）相談
【要予約】１か月前から

11月16日㈮
13時～17時

市役所４階
相談室３

人権推進課男女共同参画係
（内線2322）

11月30日㈮
10時～15時
12月７日㈮
13時～17時

法律相談
【要予約】１か月前から
（１か月前が土・日曜日、
祝日にあたる場合は翌日の
平日８時30分から）

12月10日㈪
13時30分～16時30分

鷲宮総合支所４階
405会議室

生活安全課
市民生活・青少年係
（内線2633）

12月20日㈭
13時30分～16時30分

市役所１階
相談室１･２

栗橋総合支所２階
第１会議室

平成25年１月４日㈮
13時30分～16時30分

菖蒲総合支所４階
第３集会室

平成25年１月７日㈪
13時30分～16時30分

市役所１階
相談室１･２

行政相談
（国の事務に関すること）

11月20日㈫
９時30分～12時

栗橋総合支所２階
第１・２会議室

生活安全課
市民生活・青少年係
（内線2633）

鷲宮総合支所４階
405会議室

11月20日㈫
13時30分～16時

市役所４階
第３会議室

菖蒲総合支所４階
第３集会室

消費生活相談 毎週月～金曜日（祝日を除く）
10時～12時／13時～16時

市役所３階
消費生活相談室

消費生活相談室　☎22－3925
※�相談時間外は、生活安全課
市民生活・青少年係（内線
2633）特設消費生活相談 11月28日㈬

10時～12時／13時～16時
菖蒲総合支所４階
第３集会室

年金相談【要予約】 11月21日㈬
９時～12時／13時～15時

栗橋総合支所２階
応接室

栗橋総合支所市民課
☎53－1111（内線215）

住宅耐震相談
（木造２階建て以下に限る）

毎週月～金曜日（祝日を除く）
９時～12時／13時～17時

市役所２階
開発建築課

開発建築課建築指導係
（内線3766）

内職相談 毎週火・金曜日（祝日を除く）
10時～12時／13時～16時

市役所１階
相談室１･２

商工観光課商工労働係
（内線2881）

家庭児童相談 毎週月～金曜日（祝日を除く）
９時～16時

市役所１階子育て支援課
※電話相談可

子育て支援課子育て支援係
（内線3283）

子育て相談 毎週月～金曜日（祝日を除く）
９時～16時30分

地域子育て支援センター
ぽかぽか／くぷる／すまいる

※電話相談可

地域子育て支援センター
ぽかぽか　☎21－8596
くぷる　　☎55－1147
すまいる　☎59－7510　

児童相談 毎週月～金曜日（祝日・休館日を
除く）９時～16時

児童センター／鷲宮児童館
※電話相談可

児童センター　☎21-8181
鷲宮児童館　　☎58-7054

育児相談 毎週月～金曜日（祝日を除く）
９時～16時

各市立保育園
※電話相談可 各市立保育園

面接相談（学校生活、就学
等に関すること）
【要予約】前日まで

11月28日㈬、12月５日㈬
14時30分～16時 中央幼稚園 指導課指導係

（内線4263）

手
こ
の
マ
ー
ク
の
記
載
が
あ
る
事
業
は
、
手
話
通
訳
者
の
派
遣
が
可
能
な
事
業
で
す
。
派
遣
を
希
望
す
る
方
は
各
事
業
実
施
日
の
10
日
前
ま
で
に
、
事
業
等
の
担
当
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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　各種検診は、１年度内に１回のみ（乳がん・子宮がん検診は２年度に１回）の受診となります。平成24年５月以降に、
すでに受診された方は対象となりません。大腸がん・前立腺がん・肝炎ウイルス・子宮がん検診は、集団検診か個別検
診のどちらか一方を選んで受診してください。すでに受け付け中の検診日は、希望どおり予約できない場合があります。

＜集団＞胃がん・肺がん・大腸がん・前立腺がん検診、肝炎ウイルス検診、結核健康診断
【対象】　胃がん・肺がん・大腸がん検診･･･40歳以上の方／前立腺がん検診…50歳以上の男性
　　　　　肝炎ウイルス検診…40歳の方、41歳以上で肝炎ウイルス検診を一度も受けていない方
　　　　　結核健康診断………16歳以上の方
検 診 会 場 中央保健センター ふれあいセンター久喜 菖蒲保健センター 栗橋保健センター 鷲宮保健センター
申 込 先 中央保健センター 菖蒲保健センター 栗橋保健センター 鷲宮保健センター

申 込 開 始 11月22日㈭
９時 受け付け中 11月22日㈭

８時30分
12月10日㈪
８時30分

11月22日㈭
８時30分

検 診 日
☆◆２月５日㈫
☆◆２月６日㈬
☆◆２月13日㈬

◆１月31日㈭ ☆◆１月９日㈬ 　１月18日㈮
◆１月19日㈯

☆◆２月15日㈮
☆◆２月18日㈪

無印の日･･･胃がん・肺がん、大腸がん検診、結核健康診断を実施／◆印の日･･･胃がん・肺がん・大腸がん・前立腺がん検診、
肝炎ウイルス検診、結核健康診断を実施／☆印…追加日程

＜集団＞乳がん・子宮頸がん検診　（集団検診では、子宮体がん検診は実施しません。）
【対象】　乳がん検診…�40歳以上の偶数年齢の女性（視触診・マンモグラフィ）・30歳代の偶数年齢の女性（視触診のみ
　　　　　子宮頸がん検診…20歳以上の偶数年齢の女性
　　　　　※乳がん・子宮頸がん検診は、平成23年度に受診していない奇数年齢の方も対象
　　　　　※集団検診で子宮頸がん検診を受診し、個別検診で子宮体がん検診を受診することはできません。
検 診 会 場 中央保健センター ふれあいセンター久喜 栗橋保健センター
申 込 先 中央保健センター 栗橋保健センター
申 込 開 始 受け付け中
検 診 日 ◎１月30日㈬、２月４日㈪ １月22日㈫、２月１日㈮ １月25日㈮
無印の日･･･乳がん・子宮頸がん検診を実施／◎印の日･･･乳がん検診を実施

診療科目　内科・小児科
受付時間　診療開始30分前から終了30分前まで
所 在 地　本町５の10の47（中央保健センター併設）
※お問い合わせは診療時間内にお願いします。

● 久喜・白岡休日夜間急患診療所

診療日 診療時間

11月４日㈰・11日㈰・18日㈰・25日
㈰、12月２日㈰・９日㈰ 19時～22時

11月３日㈷・23日㈷ 14時～17時／19時～22時

小児救急電話相談 ＃8000
  ＊ダイヤル回線・IP電話は　☎048−833−7911
休日や夜間の子どもの急病時の対処方法等の相談が受けられます。

月〜土曜日：19時〜翌朝７時
日曜日・祝日・年末年始：９時〜翌朝７時

埼玉県救急医療情報センター県民案内電話
048-824-4199（24時間対応）

県民の皆さんからの電話に応じて、ご要望に近い医療機関
を案内しています。（歯科・精神科案内と医療相談は除く）

☎＆■FAX 21−9090

平成25年1〜2月の集団がん検診情報 申込方法・問合せ　電話または直接、各保健センターへ
※年齢計算基準日：平成25年３月31日現在

）

鷲
宮
保
健
セ
ン
タ
ー

４か月児健康診査 11月30日㈮　受付：13時～13時45分 平成24年７月生まれ
10か月児健康診査 11月29日㈭　受付：13時～13時45分 平成24年１月生まれ
１歳６か月児健康診査 12月５日㈬　受付：13時～13時45分 平成23年５月生まれ
３歳児健康診査 12月４日㈫　受付：13時～13時45分 平成21年８月生まれ
乳幼児健康相談 11月28日㈬　受付：13時～14時
離乳食のすすめ方教室
【要予約】 11月16日㈮　10時～11時30分 ５～７か月児の保護者

ママ・パパ教室
【要予約】

11月13日㈫　13時15分～15時30分
11月20日㈫　10時～13時
11月27日㈫　13時30分～15時30分
12月１日㈯　９時30分～12時

出産予定日が平成25年３月～４月の妊婦とその家族

成人健康相談【要予約】 毎週月～金曜日（祝日を除く）９時～16時 市内在住者
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　各保健センターで行う事業は、原則としてその地区の住民の方の参加・受診が主になります。ほかの地区で受診
や参加を希望される場合は各保健センターへお問い合わせください。
　また、乳幼児の発育発達（運動面、言語面）について、医師、理学療法士、言語聴覚士による個別相談を実施し
ています。日程等については、各保健センターへお問い合わせください。

●健康コーナー 中央保健センター☎21－5354／菖蒲保健センター☎85－7021
栗橋保健センター☎52－5577／鷲宮保健センター☎58－8521

保健センターの保健事業　11月10日㈯～12月10日㈪（11月１日～９日は広報くき10月１日号に掲載）

手 手
こ
の
マ
ー
ク
の
記
載
が
あ
る
事
業
は
、
手
話
通
訳
者
の
派
遣
が
可
能
な
事
業
で
す
。
派
遣
を
希
望
す
る
方
は
各
事
業
実
施
日
の
10
日
前
ま
で
に
、
事
業
等
の
担
当
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

事業名 実施日時等 対象者等

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

４か月児健康診査　 12月５日㈬　受付：13時～13時45分 平成24年８月生まれ
10か月児健康診査 12月４日㈫　受付：13時～13時45分 平成24年１月生まれ
１歳６か月児健康診査 11月27日㈫　受付：13時～13時45分 平成23年５月生まれ
３歳児健康診査 11月26日㈪　受付：13時～13時45分 平成21年７月生まれ

離乳食のすすめ方教室
【要予約】 12月５日㈬　10時～11時30分 ５～７か月児の保護者

ママ・パパ教室
【要予約】　

11月24日㈯ 出産予定日が平成25年２月～３月の妊婦とその家族
12月３日㈪・６日㈭ 出産予定日が平成25年４月～５月の妊婦とその家族

成人健康相談【要予約】
毎週月～金曜日（祝日を除く）９時～16時 市内在住者　

食生活相談【要予約】

精神保健福祉士による心の
健康相談【要予約】 12月７日㈮　13時30分～15時30分 意欲の低下やひきこもり傾向にある方等

※家族などの相談も可

不登校・ひきこもり家族の
つどい

11月12日㈪　14時～16時
場所：中央公民館

登校拒否・不登校・ひきこもりで悩んでいる方とそ
の家族

菖
蒲
保
健
セ
ン
タ
ー

４か月児健康診査 12月５日㈬　受付：12時30分～12時50分 平成24年７月～８月生まれ
10か月児健康診査 11月12日㈪　受付：12時30分～12時50分 平成23年12月～平成24年１月生まれ
１歳６か月児健康診査 11月21日㈬　受付：12時30分～12時50分 平成23年３月～４月生まれ
乳幼児健康相談 12月10日㈪　受付：13時30分～15時
ママ・パパ教室【要予約】 11月13日㈫・16日㈮、12月２日㈰ 出産予定日が平成25年２月～５月の妊婦とその家族
健康体操 12月10日㈪　13時30分～15時 おおむね40歳以上の市内在住者
成人健康相談【要予約】 毎週月～金曜日（祝日を除く）９時～16時 市内在住者　
食生活相談【要予約】 12月７日㈮　９時～12時 市内在住者

栗
橋
保
健
セ
ン
タ
ー

４か月児健康診査 11月20日㈫　受付：13時～13時30分 平成24年７月生まれ
１歳６か月児健康診査 12月４日㈫　受付：12時50分～13時30分 平成23年５月１日～６月15日生まれ
３歳児健康診査 11月27日㈫　受付：13時～13時30分 平成21年６月16日～７月15日生まれ

乳幼児健康相談 11月26日㈪、12月３日㈪
受付：９時30分～11時

多胎児のつどい（双子・三
つ子の保護者のつどい） 11月14日㈬　10時30分～11時30分 双子・三つ子の保護者

コアラ（障がいのある子ど
もの保護者のつどい） 11月27日㈫　９時30分～11時30分 心や身体にハンデのある子どもの保護者

成人健康相談【要予約】 毎週月～金曜日（祝日を除く）９時～16時 市内在住者

ダンベル体操 11月15日㈭　①９時30分～10時30分　　　　　　②10時40分～11時40分 市内在住者

ウオーキング体操 12月６日㈭　①９時30分～10時30分　　　　　　②10時40分～11時40分 市内在住者

精神保健福祉士による心の
健康相談【要予約】 11月15日㈭　13時30分～15時30分 意欲の低下やひきこもり傾向にある方等

※家族などの相談も可

わかちあいるーむ（精神障
がい者の家族のつどい） 11月15日㈭　13時30分～15時30分 精神障がい者とその家族
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久
喜
歴
史
だ
よ
り
（
第
13
回
）

　

現
在
、
郷
土
資
料
館
で
開
催
中
の
第
３
回

特
別
展
「
鷲わ

し
の
み
や宮
神じ

ん
じ
ゃ社
展
〜
新
出
史
料
を
中
心

と
し
て
〜
」
で
は
、
鷲
宮
神
社
収
蔵
の
貴

重
な
文
化
財
の
数
々
を
展
示
公
開
し
て
い
ま

す
。
そ
の
一
つ
に
、
埼
玉
県
指
定
有
形
文
化

財
（
工
芸
品
）
銅
製
桐
文
方
鏡
が
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
鏡
は
、
縦
23
㎝
、
横
18
㎝
の
長
方
形

の
銅
製
和わ

鏡き
ょ
う

で
す
。
和
鏡
に
は
、
通
常
円
形

の
形
状
が
多
い
た
め
、
こ
の
鏡
の
よ
う
な
長

方
形
の
和
鏡
は
類
例
が
少
な
く
、
大
変
珍
し

い
鏡
と
い
え
ま
す
。

　

鏡
の
背
面
中
央
上
部
に
は
、
く
ち
ば
し
を

合
わ
せ
羽
ば
た
い
て
い
る
２
羽
の
鶴
が
、
左

右
対
称
に
配
置
さ
れ
、
桐
の
文
様
が
全
体
に

均
等
に
広
が
る
よ
う
に
装
飾
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

鏡
の
中
心
部
分
に
は
、
亀
形
の
鈕ち

ゅ
う

（
鏡
に

ひ
も
を
通
す
た
め
の
穴
の
開
い
た
突
起
の
こ

と
）
が
あ
り
、
ち
ょ
う
ど
亀
の
甲
羅
を
ひ
も

が
貫
通
す
る
形
状
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
鏡
本
体
を
収
納
す
る
た
め
の
沈ち

ん
き
ん
ぼ
り
き
り

金
彫
桐

文ふ

筥ば
こ

も
付
属
さ
れ
て
い
て
、
鏡
と
共
に
鷲
宮

神
社
の
社
宝
と
し
て
今
日
ま
で
大
切
に
保

存
・
継
承
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
鏡
は
、
装
飾
文
様
の
特
色
か
ら
、
安

土
桃
山
時
代
頃
に
製
作
さ
れ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
具
体
的
な
製
作
年
や
製

作
者
、
神
社
へ
の
奉
納
者
な
ど
は
分
か
っ
て

い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
製
作
者
の
高
い
技
術

力
や
、
そ
の
た
め
に
多
額
の
費
用
を
負
担
し

た
人
物
の
強
い
意
思
を
読
み
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

鷲
宮
神
社
は
、武む

さ
し蔵
国の

く
に

太お
お
た
の田
荘し

ょ
う

（
現
在
の

久
喜
市
、
加
須
市
、
羽
生
市
、
白
岡
市
、
宮

代
町
、
蓮
田
市
、
春
日
部
市
、
さ
い
た
ま
市

岩
槻
区
）
の
総そ

う
ち
ん
じ
ゅ

鎮
守
と
し
て
、
こ
の
地
域
の

人
々
だ
け
で
な
く
、
鎌
倉
幕
府
や
そ
の
後
の

関
東
地
方
の
中
心
的
な
政
治
勢
力
と
な
っ
た

鎌
倉
公く

ぼ
う方
・
古
河
公
方
足あ

し
か
が利
氏
、
戦
国
大
名

後ご

北ほ
う

条じ
ょ
う

氏
な
ど
の
関
東
各
地
の
武
将
の
信
仰

も
集
め
ま
し
た
。
銅
製
桐
文
方
鏡
は
、
鷲
宮

神
社
の
中
世
の
歴
史
を
物
語
る
文
化
財
の
一

つ
で
す
。

　

郷
土
資
料
館
の
特
別
展
で
は
、
方
鏡
の
ほ

か
、
近
年
、
市
外
で
新
た
に
確
認
さ
れ
た
古

河
公
方
足
利
成し

げ
う
じ氏
の
書
状
を
は
じ
め
、
神
社

に
関
わ
る
中
世
・
近
世
の
古
文
書
も
交
え
て

展
示
を
し
て
い
ま
す
。
12
月
23
日
㈷
ま
で
の

開
催
で
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

文
化
財
保
護
課
文
化
財
・
歴
史
資

料
係
（
内
線
４
３
２
３
）

銅ど

う

せ

い製
桐き

り

文も

ん

ほ

う方
鏡

き
ょ
う

「銅製桐文方鏡」

　栗橋地区恒例のビッグイベント「栗橋やさしさ・ときめき
祭り」が開催されます。地区内外のさまざまな団体が集結
し、各種イベントが行われます。
　皆さんのお越しをお待ちしています。
日　時　11月18日㈰　10時～14時
場　所　栗橋文化会館（イリス）、栗橋Ｂ＆Ｇ海洋センター
内　容　 農業・商工・福祉・健康等の各コーナーでの展示・

販売、フリーマーケット、はしご車搭乗体験など
問合せ　 同実行委員会事務局（栗橋総合支所市民課内　内線

217）

栗橋やさしさ・ときめき祭栗橋やさしさ・ときめき祭り 11/18㈰

思
い
や
り　

み
ん
な
の
心　

開
く
コ
ツ　
　

太
東
中
学
校
２
年　

田た

や

の

谷
野　

侑ゆ

希き

人
権
標
語

 ■久喜市役所（本庁舎）
　〒346-8501 下早見85-3 ☎ 0480－22－1111（代表）／■℻   0480－22－3319
 ■菖蒲総合支所
　〒346-0192 菖蒲町新堀38 ☎ 0480－85－1111（代表）／■℻   0480－85－1806
 ■栗橋総合支所
　〒349-1192 間鎌251-1 ☎ 0480－53－1111（代表）／■℻   0480－52－6027
 ■鷲宮総合支所
　〒340-0295 鷲宮6丁目1-1 ☎ 0480－58－1111（代表）／■℻   0480－58－2020

久喜市の人口
10月１日現在 　　

（　）内は前月比　　　

人　口 155,975人　（＋64）
男　 78,035人　（＋42）
女　 77,940人　（＋22）
世帯数 61,327世帯（＋72）




